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j ま巧写な第 2 3回国体一般女子決勝 

光島磯雄氏撮影 

[キヤノンペリックス 200丽3 .目 

5.6/1000 Tri X 
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『来年あたりかなりの実績をあげておか 
ないと JOC は派遣してくれないとみる』 
『世界のトップレベルに達ずるには努力が 
いる』 

——この二つの言葉は前号の本誌に掲げ 
られたもので前者は保坂周助会長代巧の卷 
頭言、後者は N :不デフ巧の談話のそれぞ 
れ一節である。私はこの二つの言葉は、今 
の日本ハンドボ I ル界に大きな警鐘だと 
思ぅ。 

今や日本ハンドボ I ル関係者のムは「ミ 
ユンヘン、ミュンヘン」と高鳴つている。 

しかし、掛け声ばかりで、実績的には、 
げとんどミュンヘンへの準備がなされてい 
ないが現状である。 

メキシコオリンピックが 終ったばかり 
だ、焦りなさるナということなのかも知れ 
ないが、日本のスポ I ッ界における"ハン 
ドボールの位置"は残念ながら強大ではな 
、，。ましてや、 オリンピック ということに 


なれば、過去の実績は一つもなく、他競技 
に比べてはるかに大きなハンディを背負っ. 
ている0 

メキシコ大会を前に、 JOC (日本オリ 
ンピック委員会)が少数精鋭主義を巧ちだ 
し、各競技団体が争って、そのワクをいか 
に.多く得ようとしたかは、御を知の読者も 


今回の場合は、東京大会の.次といぅこと 
あって最殺的には二百人をこずデレゲーシ 
ヨンがメキシコ•シティに乗りこんだが、 
ミュンヘンの時にも、このような大規撰な 
け表団を送るかどうかは一つの保証もな 
い。むしろ縮少されとみるのが常識だろ 


ぅ。. 

そ.の場合*初顔"のハンドボ I ルの立ち 
場は決して楽観を許さない。 

曰本のハンドボール界が目指すのは一九 
セニ年のミュンヘン大会ではなく、それな 
前1つまり一九と一年であり、一九お〇 
年であり、来年における"国際的な実績" 


保坂会長巧巧は日本体育協会理事でもあ 
り、前掲の発言は、日本ハンド‘ボ I ル界を 
おもう重大な忠告であると同時に警告でも 


本を比較した場合の卒直な感想があのよう 
な助言になっでいるのである。 

残された期間は"4年間"ではない。 " 
あと僅が，なのである。 

ようやく選手強化対策指導本部が発足し 
たようだボ、オリンピックへ突進ずるに 
は、さらにこのスタッフを煮つめて、遅く 
とも今年巧には『向こう4年間の強化計 
画』を立案し、発表までにこぎつけるべき 
であろう。 

荒 W 体制が布かれて1年7ヶ月地道な発 
展、充実はとげているものものの、今のぺ 
I スはこの期において、ふさわしい早さと 
はい克ない。 

日本ハンドボ I ル界の命運をかけるとい 
つてもよいミュンヘンホリンピックへの戦 


いの幕ほずでにあがっているのだ。 

日本 ハンドボ I ル界の首脳陣、執巧陣、 

あるのだ。 指導陣が一丸となってたくましい前進を示 
.一方、ネデフ氏はつぶさにョ I ロッパ各.ずょぅその巧動力、活動力を大いに期待ず 
国のぶ況•情势を見ている人で、各国と日るものである (S • S 〕 


傾聽ずべき二つの"忠告" 

〜ミュンヘンへの戦いは始っている〜 

多いハズである。 なのである。 

















女子.球界は熊本が，征す， 

一般女子大洋 デ。ハート •高校女子菊池 農 

I 般男モは大崎•教員は大阪イ—グルス•高校男子は全静词 


第二 I 二回国民体育大会秋季大会ハンドボール競ほは W 月2日〜6日までの5日 
間福井県高浜町、高おル学校グランド、青郷ル学校体育舘(雨天)、高浜化体育' 
館(雨天〕で巧なわれた。 

-般男子は大崎電気(埼玉)と I 二景(東京)が危げなく駒を進めて、決勝戰は 
接戰であったが、大崎電気が八連覇を果した。 ‘ 

-披ホモは今年度初の真の意巧での四強の対戰となったが、大洋デバ—卜と田 
巧統が決勝戦で顔をム Irty 、 大洋デパートが全日本の主体となっていた田が統を破 
り、夏の全日本総合に続いて二冠を獲得し、五年ぶり、 I 二度目の優滕を飾った。 

教員男子は予想通り、大販ィーグルス、埼玉教員団とい5宿厳同志の対みとな 
ったが、大阪ィ I グスが夏の教職員選手権の雪じよくをとげた。 

高枝男子はィンタ—•ハィ優勝の下関中央エが準々決勝で新居おエに破れるな 
ど波乱が続いたが、結局決勝は全静岡—兵庫選抜の選抜チーム同志の組み合せに 
なり、全静岡が優滕をとげ、国体高校部門に新しい話題をよんだ。 

高校ホモはインター•ハイ優勝の菊池農が他を全くよせつけない圧倒的な巧守 
を見せ、実力のほどを見せた。この部門でも選抜勢の成績が良く、巧年度からの 
国体高校部門の編成にいろいろな問題を投げかけることになろう。 


順当を結果におわる 


▽一回離 

能本クで大曲ク 
(熊本) 2京—已1 ( 秋田) 

前半の熊本はミドルシュ I 卜、 
ポストプレー をよ く 決めて、大量 


リードを奪った。 

しかし、後半に入ると大曲クは 
良くカットプレ ー に 出、 反撃を し 
たが、前半の差をついにつめるこ 
とができず、熊本クが快勝した一 
戦であった。 

両チ I ムともに動きは多かった 
が、ミスが多く、平時の練習不足 


と基礎な術の未熟さが目だった。 

薪號蟲お up 離 

前半は祇木のぺ I スで試合が進 
んだ。これは速攻を中むにしたも 
ので、楽に点差を開き、ゲ I ムを 
きわめて有利に展聞していった。 

後半に入ると、逆に宗形の速攻 
が良く決り、追い上げをはかり、 
一時は 一 点差にまでつめ、ゲ！ム 
を盛りあげたが、最後までは、ス 


タミナが続かず、差をぁけられる 
結果となり、惜しくも AOK に勝 
を呼ずった。 

徳山ク8节一1県エク 

(山己11,7 18 す若 W 〕 

徳山クは前半、ま沢を中、むにし 
た攻撃で大差をつけた。後半県 H 
クの逆襲が見られたが、前半の失 
点は余りにも大きすぎたため、つ 
いに追いきれなかった。県エクの 
最後まで試合を捨てない斗いぶり 
は好感がもたれた。 

両チーム共ゴ|ル前のコンビが 
とれていず、個人の単独フユィン 
卜からのシュートが多く、走りの 
かないゲ I ムであった。この点を 
更に補い、好チ—ムに成長してほ 
しぃ。 

化電福井5 一ち青森マッ 
(福井) 2症—5^日ダ(青森) 

地元の声援を受けた化陸電力は 
前半から多いにとばし、小を原を 
中むにした攻撃でじ点をあげ、青 
森を僅か1点に押えこんだ。 

後半に入っても、このぺ I スは 
変らず、ときおり見せる青森の反 


撃を5,点に押—さえ、自らは巧点の 
大量点をあげ、地元の声援に見事 
に応えた。体力、技術、斗志いず 
れをとつても、北陸電力の快勝で 
であった。この試合はじ点の大量 
点をたたきだした小笠原の辖斗は 
賞され よう 0 

海上自衛 

光電エ業 1/719 >,7隊第一航 
(群受2在— gY 空群(鹿 
児島〕 

前半は海上自おのぺースであっ 
た。しかし、は術的に一日の長の 
ある光電工業は前半の2点差を後 
半はじめに逆転すると、速攻の成 
巧による加点が増え、試合の展關 
を楽にしていった。 

富岡高 OB を主体としている光 
電工業は技術一股—特にシュート 
力—において、海上自おに一段と 
優っており、二回戦に駒を進める 
ことができた。 

を^岡及側—肌)巧^が龄 

清水商業〇 B が中むのを静岡は 
チ！ムヮーク良く、前半に五点差 
をつけ、後半も自己のぺースを守 
り、快勝した。 

静岡はポストプ’レー、ロングシ 
ュートをおりまぜた攻擊を成巧さ 
せていたが、兵庫はパス、シュー 
卜 とも 思うようにいかす、ま力を 
発揮ずることなく、敗れさつてし 
まった。 

静岡は若手の清商 OB の活躍が 
めだった。 



住化菊本 1/- WI 9 V 0 化農ク 
(を攫3置—9 ( 長巧) 

実業面の一方の雄住化あ本と化 
佐久農高 OB の集りである化農ク 
との一戦。キヤリァに勝る住化は 
身むともに巧実し、お始良い動き 
で化農クを圧倒した。化農クは巧 
擊の最をのッメが悪く、長谷川独 
りに頼る結果となり、動きが単純 
でボールの廻し方も遅すぎた。 

両チ I ムともにいえることはデ 
ィフェンスの甘さである。この点 

をおおいに考えて繰習してほし 

、〇 

レ 

S 景8、7 —3で永見ク 
菓裹1在—8 Y (富山) 

前半は両チームとも、速攻の出 
しあいで対戦したが永見クは最後 
のシユートが悪く、チヤンスをも 
のにすることができなかった0 
逆に S 景はチャンスには得点を 
重ねた。後半も前半同様の搔過を 
たどり、速攻の応し呼ぅとなった 
が、ゴールキーパーの球出しの差 
がその まま 得点の差になり、一一一景 
が二回戦に進んだ。 

京都ク8、巧—日函ェ OB 
寅都〕2直—8す(化滞道) 

京都の大学〇 B を中むにした京 
都クと函館ェ高 OB の集りである 
函ェ OB のお戦。すべり出しは互 
角であったが、京都クは相手のミ 
スに乗じ、速攻とポストプレーで 
加点した。' 前半に大差をつけられ 
た画工 OB は後半、金山を中むに 
して反撃に転じようとしたボ、さ 


して差もつめられなかった。京都 
クでは U 点をちげた森本のプレー 
京大黄金がけのプレーャーである 
巿橘、竹口、山口らのプレ I がめ 
についた。 

奈をク〇/巧 Is で高投ク 
(奈良〕3香— ( 香 W ) 

前半、奈良クは鳥井、樽井のコ 
ン ビネ} ショ ンプレ I で高松クを 
序さぶり、大きなサィド攻撃で得 
点をまね、大勢を決めた。 

一方一局松クは宮本を中、むにした 
ポストプレーを試みるが、得点に 
ならず、苦しい戦であった。 

後半に入ると奈良クは西村を中 
むにして、速攻で点差を抗げ、宮 
本を走らせ、県命に追いこむ高松 
クを 引き離し、快勝した。 

ぉ日 ミ/2 1 1 ノ 東化学視 
本(頭が著 k )3 g ) B 音 

をおは術の練磨された本田を研 
と基お体力不足の〇 B 会の対戦。 
本田は立上りから速い動きで巧手 
をゆさぶり、ミドルシュートを次 
々に决めた。一方の東北学院は終 
始変化のないプレーでが戦してし 
まった。しかし最後まで試合を捨 
てなかった東化学院 OB の試合態 
度は賞されょぅ。 

本田はキーパ I からの球出しが 
実に良く、これが本田の攻撃を組 
みたてるのに、たいへん大きな力 
となったことを見逃せない。 

常盤工業1/^ロー8 ^9塩山ク 
(岐阜)(山梨) 


常盤工業は本年度の活躍が大い 
に期待されているチ]ム。吉金、 
高橋らボそれぞれの特長を生かし 
た シュ] 卜を決め、好調にすべり 
だした。.その結果、塩山クはいき 
おい前にッメルことのみに專念し 
を半ポストのあくところを、常盤 
はずかさずつき、ポストフレ^で 

も着々加点する0 
塩山クは宮原をゲームメ I ヵー 
とし、平塚、雨宮らが加点したが 
防御の甘さはどうしようもなく、 
一方的な結果におわってしまった 
のは残念である。 

一一一萎レ大 2^8—5 >,1盛岡商友 
け(広島) 会(岩手) 

S 萎レのフオーメーションにが 
する、盛岡商ぶの防御はマン■ッ 
ゥ•マン的な防御であった。しか 
し、これが巧く消化しきれておら 
ず、中央が大きくわれてしまい、 
そこに一二菱レにつけこまれ、どん 
どん一二菱レ大けに加点されてしま 
った。また後半も同様なぺースで 
あったため、追いこみがかなわず 
に敗れた。 

S 萎レ大巧のパスヮーク、走力 
は盛岡商ぶ会より一段上のように 
感じられた。 

西南ク co / ulw ^ 目住友金属 
覆岡〕2立—目 Y 爵歌山} 

住ぶ金属は自己のぺースですベ 
り出し、調子良く加点をしていつ 
たが、西南クはしいしだいに点差 
を.ちぢ妓て、1点をリ IFL て前 


半を終了した。 西南はコンビネーションが良く 
を半は完全に試合の主導権を握とれていたが、なかでも、9点を 
った西南クのべースで試合が展開あげた白あ、5点の分山、6点の 
) た。 五島の一二人のコンビネ1ションプ 
西南クにあっては、ブロックボレーが光っていた。西南クの実力 
多用され、二人がプロックに入り勝ちといえよぅ。 

それを利しての得点が多数あった 

A .〇 - K 、 化電 、住化、 常盤ら 

(あ木) (巧井) (を媛) (岐阜〕 

搂ち進む V 


▽ 2 回戦 

讓 f 器 U ) 5 5ク 

大曲クに快勝した熊本クも 相手 
が国体セ連覇の大崎電気とあ勺て 
は、勝手が違い大差で破れた。 

大崎電気はデイフ卫ンスがきわ 
めてかたく、熊本クは切达みがで 
きず、やむを得ず不利な体勢から 

うつミ ドルシュ！トボデイフェン 
ス、キー。ハ I の好がとなり、いず 
れも速攻に結びつけられ、もどる 
にもどれず、体力をいたずらに消 
耗するのみであつてどうしょうも 
なかつた。 

大崎電気はキーパ1划外のフイ 
1ルドプレ ー ャ I 全員が得点ずる 
という快攻で、全く熊本クをょせ 
つけず、二回戦に進んだ。 

練習、コーチにめぐまれた実業 
団チームとすべてにをしいクラブ 
チームとの差が明白におた試合で 
あり、今日の日ネハンドボール界 


を表している試合であった。 

A 〇 K 8/"9 133徳 山 

(板木) 1^9 1 2ク ラフ 
前半は カットイン プレーポスト 
プレーを使いわけた攻撃で、速攻 
はほとんど見られなかった。前半 
2点のリードを保って有利に後半 
に臨んだ德山クは後半に見せた 
AOK の速攻になずすべを知らず 
に、大差をつけられてしまった。 

徳山クの敗因は後半の栃木の速 
攻を処理しきれなかったディ フエ 
ンスの弱さに求められよぅ。 

両チ I ムともノーマークシユー 
卜をしばしば逃すのがめだった。 

ノ ー マ ー クシ ュ ー トを.逃すのは、 
精神的にもたいへんまいることに 
なるので、絶対にきめられるシュ 
I 卜 力を養成ずべきであろぅ。 • 
北陸電力光電 H 業 
一回戦を快勝した地元化陸電力 
はこの試合も速攻とそれを完全に 
ずる シュ ー トで光電工業を欺っ 


3 
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ね、リードずる0 

西南クはコンビがとれず、個々 
人のドリブルを多用ずる結果とな 
吹、全神奈川の防御を破ることが 

全神奈化 
常盤 H 業に 


できずにお了した。 

全巧奈川のゴール中—パー池田 
のがずは一きわ光っていた。 


▽準々決勝 
大崎電気 W _ 


M 栃〇木 〕 K 


づ化羣乡1^1 —9^1 、 
海 0030218011 .3 
g ! 本里上が藤山野巧田口木 

はお下井西お片旗わ太谷佐 


K P f 主審一的 
G F , 辞田心 

巧林瀬田屋岩合野塚'が島田ぅ 

ル岩山板黒落中石小お宮 （ 

得〇 0034110102 

大崎は新メンバ I で対したの 
で、巧せ間は AOK は互角に戦っ 
た。井上、お藤、西村らが入る 
と、ゲッ.夕 I 馈呀が良く生かさ 
れ、シュートがさえるといった調 
子の試<口搔過であった。前半で大 
きくリードした大崎は後半 AOK 
の食い下りを許したが、危げなく 
勝利を握った。 

AOK はよく戦った。脚力不足 
スタミナ不足といぅ点はあったが 
現在の困難な状況下のクラブチー 
ムとしては実に良く健斗した。 

前半にもうかし点をつめ、大事 
に試合を運んでいたならば、勝て 
たとはいわないまでも、試合はも 
つれたであろう。 


.敗れる/ 

AOK の健斗をたたえたい一戦 
であった。 

住ぶ化学 8 1^8—7^6 北陸電力 
(顯本〕1麻—9、1(福井) 

得〇 0400330521 W 
U 原行け野野井嶺藤山海石） 

M 季成神中平あ長化化落白 C 

|一—虞陋 

g 崎中ハ合村田野島川原村） 

w 山島広中吉化笛竹ル巧 （ 

得 0000 3 211180 W 

化電福井は惜しい試合をおとし 

た。実業団の雄住化に食い下り、 

終始白寶の試合を願開したのはを 

く立派であった。 

立ちあがり2点を先取した化霉 

はもぅ一点の連おがほしかづた。 

一方住化は2点先おされたもの 

の経験十分であり、落ちついた試 

合運びを見せ、ポストに入った選 

手を使ってのブロックプレーを多 

用して、その後はシ^ —ソ I ゲ^ — ム 

といぅ経過をたどった。 

後半に入っても、両チ I ムとも 

互いに呼ずらず、終始好ゲ I ムを 

展聞した。 

化電が小笠原に得点源が集中し 


に追いかけたが、残念ながら、走 
力が劣り、敗れた。 

^ ラ*^ の前—^)じネ田技研 
前半は本田技研のぺースで試合 
が進んだが、奈良は憤重に食下り 
一点差で終了した。 

後半に入ると奈良クはコンビネ 
1ショ ンプレー が生きはじめ、逆 
乾に成巧し、準々決勝に駒を進め 
ることになつた。 

本田技研では7 MT 4 本を含む 
8点をあげた大下、奈良クでは8 
点をあげた鳥井、樽井、西がの活 
躍がめだった。 

常盤 S 共 u)eIf な 

常盤は高橋を中、むにした速攻を 
生かし、加点をする。一方 S 萎は 
コン ビネー シ 3 ンがとれず、シユ 
I ト チャンスを 生かず ことができ 
ず前半を終了する。 

後半、常盤は桃井の得点に始ま 
り、着々得点を重ねる。一二菱の反 
撃は散発的で前半の差をちぢめる 
ことができず放れる。 

一二菱の防御の甘さがめだった試 
合であった。 

全 神奈川 4/^9 13^ 西南クラ 
(神奈川) 2 私—目；9ブ 

一回戦快勝の西南クも国体を目 
標に練習に励んでいるを神奈川で 
は，一寸歯がたたず、敗れまった。 

神奈 W は試合關始時より、速攻 
を生かし、米沢、池田のコンビネ 
—ションプレ1で着々と得点を重 


た。 

この試合、北陸電力のデイフュ 
ンスの前に垂直にあがるジャンプ 
からのシュ I 卜が暗に巧を奏し、 
キ I パ I はタイミングをはずさ.れ 
大量祸点を許した。 

光電工業はスタンデインダパス 
が多く、終始単調なな擊を続け、 
いたずらに得点機を逃すばかりで 
あった0 

地元の声援に良く応え、健斗を 
続けている北陸電力は賞されてし 
かるべきであろう。 

住ぶ化学 11^5—4^ を浄罚 

(菊ま1161 日； 9全爵质 

両チ ー ムとも、スピ ー ドあるパ 
スワークとフェイントを基調とす 
るを擊から、シュ]卜を放つとい 
う試を展關をぶせた。 

両チ I ム とも 技術はほぼ互格で 
後半3分のチャンスを活した住化 
菊本が勝利を握った。 

両チームともディフユンスが悪 
いのは一考を要しょう。 

H S (削 N 若京都ク 

前半、二一景はサイドとポストが 
らの多彩な攻撃、一方京都クは’口 
ングシユ I 小を決定力にずる攻擊 
で嗔ずらず、 616 の同点で終了 
ずる。 

後半になり、二一景は速攻を主力 
武器として、柳、内藤で得点をあ 
げ、京都クを引き離した。一方京 
都もロンダシュ^ 卜をきめて具命 




ているのは、住化のどこからでも 
得点できる体势に比べるとやや難 
点がある。 

いずれにしても準々決聯にふさ 
.わしい白勢の好ゲームであった。 

化電福井のようなチ I ムがどし 
どし成長をとげて、球界をまずま 
てナ面首くしてくれるように望む 
ものである。 

地元の声援に応え、よく健斗し 
た化電の斗志は高く評価されてし 
かるべきであろう。 

一一一且巧の(园 U ぶ巧をクラ 

得〇 0131566000 说 
討お巧ぜを間梨藤藤原原） 

ill 尾ル竹汪外高内伊山河 （ 


討本を井浦二井巧が行井が} 

巧あ保鳥一一一中樽中西が島木 C 
得〇 04105031 〇〇互 

成長いちぢるしい一二景は高梨. 

内藤の両新人がチ I ムにとけこみ 

チームカを高めているが。この試 

合でも、両新人がベテラン陣の巧 

妙なアシストによって、良く得点 

をした。 

一二景は前半セットオフてンスか 
らボ I ルを良くまわし、得点をあ 
げていく。一方奈良クは試合が進 
むにつれ、しだいしだいに攻擊の 
動きがなくなり、前半は W 15 の 
ダブルスコアで終了した。 

彼半に入っても、兰景の。へ ース 


は全くをらず、遣々加点し、差を 
開いていった。 

奈良クも時がは反擊にでるが、 
ミスが多く、点差つまらぬどころ 
が逆に開くばかりになっていっ 
た。 

奈良クの練習不足からくるスタ 
ミナ不足とコンビネ I ションの不 
備は大きな差となって現れた。ク 
ラブチームが巧在もっている最大 
の憎みが現れ、実業面の軍門に降 
ゥた〇 

常盤 H 業幼(師 u ;^) w 全神を川 
得〇 0012211120 0^ 

巧化木本山が村達がを橋 
绅田 林 田 0 
检池青正杉米中ま{八池 r 

K 'こ主審'1 -M 
G J 一か巧/ 7 

卽巧島橘が井田村巧をおの 

£を中髙中桃山鳥大吉伊 
得〇 01 K 10 60020 W 

予想外の大差となって、全が奈 

川が破れた。‘昨年度の準優勝チ I 

ムこののょうな形で敗れると誰が 

.予想したろう。 

クラブチ I ムという不利な条件 
の中、夜に集り、謗々と諫習，を続 
け、国体一碰に励んでいた全神奈 
川がぁっさりと常盤工業の前に敗 
れてしまった。 

.前半から常盤は快調にせめ、ス 
ピードある動きとこれまたスピー 
ドあるパスワークで全神奈川の防 
御陣をゆさぶり、決定力ある高橋 

のロングシュ I 卜と山田のサイド 


からのシユートをてきかくに決め 
て大差をつけた。 

後半もこの調子は続き、常盤が 
着々と加点するのに巧し、全神奈 
川はもちまえの細い動き、フェイ 


ントプレ I がでず、遲い動きから 
時が単発シュ I 卜を打つにおわり 
決定的なチャンスが作れないまま 
におわった。常盤の成長も今年の 
嬉しい話題になろぅ。 


大崎 • 一二景決勝へ 

住友-常盤は敗退 


▽準決勝 

大崎電気 M (加ぶ住友化学 

得00000040323 じ 
リ原行巧野野井嶺藤山海石 

ra 季成巧中平巧長化化を白- 

帥 文攫 m 

詞本を上村唐山野野田口木） 

け福下井西お片策巧太谷を （ 

得〇 〇 7 2 51213 _21 ^ 

住化は年々力をつけ，大崎との 

レ-ベルがぶづいて来つつあり、こ 

の一戦その意味において多いに期 

待されたが、結果はダブルスコア 

と開き、いささか失望させられた 

といぅのが実感である。 

前半、大崎は速いボールまわし 

を軸に、セットホフエンスからの 

ポストプレ I をよく生かして、得 

点したが、これに対する住化菊本 

もよく両サィドからのシュ I 卜を 

きめて、好ゲ I ムを展開したが、 

及ばず巧—7で薛了。 

後半は住化菊本がスタミナぎれ 

となり、前半のような攻撃ができ 


ず、苦しい体勢からうつシュート 
を阻まれ、それをそのまま速攻の 
糸口とされて、大崎の速攻を浴び 
大差をつけられでしまゥた。 

大崎電気の一方的な快勝という 
ことが云えよう。この試合大崎は 
ゴ—ル•乎—パ I を除くフィール 
ドプレ I ヤ—全員得点という攻擊 
を見せた。 

一一一景叉了常盤 H 業 

眉〇 0311110020 19 
幻辺島橘巧井田が野を藤 I } 


對辺島橘巧井田が野を藤} 

^を 2 
齡渡.中高中が山島大吉伊< 

K む/^主を ) U 
G F — 一^桶を一 J 

討お巧村を間梨藤な原原} 

一一!尾ル竹江化高巧伊山巧 （ 

鳥000022 W 3000 U 

実業团同志の争いとなった。一二 
景は進境いちぢるしい。一方常盤 
も山田を新加入させて、戦力は増 
大している。どのような結果にな 
るかが期待されたが、一一一景が速攻 
で得点を重ねて、一方的な勝利に 
おわってしまった日 


4日の準決勝の体育館での試合 
と異なり、常盤はロンダシュ I 卜 
がほとんど決らず、逆にキーパー 
ボールからの巧出しによって、速 
ををかけられ、帰らなければなら 
ないという後手々々に廻ってしま 
い、前半で5点差をつけられてし 
まった。一二景はこれらのキ I パー 
ボ I ルからのチャンスを高梨、巧 
藤の両新人が良く生かし、得点に 
嗎びつけていた。 

後半に入っても、常盤のシュー 
卜はいずれもキ I パーの好守には 
ばまれ、これがキ I パ！ボールか 
らの尾形の巧配球を呼び、これに 
合ぜる高梨を中、むにずるフィール 
ドプレ I ヤーとの呼吸がピタリと 
合い、シュートが決るという、 三 
景の速攻がますますさえるといっ 
た経過をたどっているうちに点差 
は開き、試合はおわった。 

常盤工業はセットホフユンス • 
速をともに準々決勝までに見られ 
たような形のスピードがなく 、 S 
景を追いこむまでにはまらなかっ 
た。 

三景のいちぢるしい成長ぶりに 
は目を見はるものがある。 

選は、実業団と続く大会が見も 
のとなる。 


☆ ☆ ☆ 
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▽決勝 

大崎電気一二 景 

得〇 0041044000 C 

討形野が名間梨藤藤原原} 

ill 尾小れ江外高内伊山河 C 

K 、主審一 ' W 
G _ F 一 岡前 j ^ 

が本を上が藤山野巧田口木> 

じ福下井西巧片頒け太谷佐''-^ 

得0070 4 201110 W 

■進境いちぢるしい S 景はこれま 

で快調に試合を進め、高梨、内藤 

の両新人の活躍もあり、危げない 

試合ぶりで決勝に進出してきた。 

昨年のダークホ—スから、本年 

度は一やく、決勝を狙ぅチ—ムに 

大きく成長してきた0 

一方大崎電気は新旧の交替機に 

来ていて、チ I ムカはやや落ち気 

味といわれながらも、を自本樵合 

では数ある学生チ I ムをなぎたお 

し、決勝戦ではを立大に敗れはし 

たが、その試合ぶりはを評通りの 

ものをもっている。 

勒上のよぅな意味あいにおいて 

この一戦大いに期待された。 

前半、三景はミドルシュ I 卜と 

ポストプレーを併用して、大崎を 

崩さんとし、一時は二一景のぺース 

で試合が進んだ。 

一方大崎電気は得意の速攻がさ 


八連覇 

えず、得点が増えず苦しんだがし 
だいしだいに調子をととのえ、前 
半終了がには2点の リー ドを保っ 
ていた。 

後半に入っても、その形成は一 
進一退で、終始大崎がリードして 
いる形で試合は進んだ。 

大崎が本来の戦いぶりを見せ、 

一一一景ももてる力を出して、戦い、 
好ゲ—ムとなった。 

一二景はついに前半の2点差をは. 
ねかえすことができずにおわった 
両軍の攻守もさることながら、巧 
趣を一層もりあげたのは、両軍キ 
i パーの好守があった。福本•尾 
形ともに日本を代表するキ I パ I 
であり、互いにゆずらぬ好ずを見 
せ、会場を湧かせていた。 

一二景の進境は特筆すべきもので 
あり、今後の試合がょり j 眉もり 
あボるものになろぅ。 

▽一二位決定戦 

常盤工業の@=則)の1懿 f 
たちあがりから、両チーム同形 
のダブルポスト戦法で攻撃を行っ 
た。 

ディフユンスの差で常盤がリ I 
ドして前半を終了。 ’ 

常盤の 攻擊では、 山 田、高橋が 
ダブルポストでよつによって引き 
おこされるデイフ卫ンスの穴をよ 


く 見て、 ぅまくを め、 ロング シュ 
1卜、わおれこみシュートを決め 
たのは特筆されよぅ。 

前半の住化の防御は一者を要し 
よミ 

後半戦は前半のり I ドに気を良 
くした 常盤は山田のミ ドルシュ I 


卜などで完全に主導権を握り、そ 
のまま終盤までその差を保った。 

常盤のスピード勝ちとい ぅこと 
が云えよう。 

住化は負傷者がでたりでもてる 
力を十分に発揮できなかったのは 
惜しまれる。 


終始がゲームを展關したのは、 
実業団屈指の好チームだからであ 
ろぅ0 

準決勝に残った 4 実業团の実力 
が近づいたことは喜ばしい。 


大洋デパ.—トニ冠なる 

田村結は決勝で敗退 


般女子 


▽一回戦 

全お井愛媛ク 

益井〕奚曼 

全福井の練習量の豊富さがもの 
を云った一戦。转に立林のロング 
シュ ー トと 万の ポスト プ レ！ のコ 
ンビネーョシンが巧くとれ、これ 
が7 MT を多く生んだがを福井に 
きわめて有利な試合運びとなっ 
た。 ' 

愛媛クの.攻撃はバックの前で一 
たんとまるので、スピードがそが 
れ、得点に結びつかなくなるので 
これが大きな敗因となった。 
プラザー 4^612^1 全化海道 
ェ(愛知)118 12 (北海道〕 

ブラザ 1 H 業の大勝におわった 
全北海道はブラザーの強い当りに 
負け思うように動くことができな 


かったのが、敗因である。 

ブラザ I は走、投ををむ全体力 

技術で全北海道にすぐれており、 

順当な勝ちで二回戦に進んだ。 

大阪 スタ2 —4一 氷見ク 
'-ズ 2瓦— 4 j 8 ( 富山) 

たちあがり氷ぶは快調に、ィン 

タ ーセブトからの速攻と ミドル シ 

ユ！卜によって、二一点の先取をし 

た。 

大阪スターズは地力に自信があ 
り、しだいに調子をあげ、速攻、 
ポストプレーを觸りまぜた多彩な 
攻擊で、前半で勝利を不動のもの 
として、そのまま後半を押しきつ 
た0 

全'岩手 U な u ) s を広.島 

前半は一進一退の互あの巧成で 
試合は進んだボ、チームプレーに 
若干のまとまりのある全岩手が一 
点先行して路了。 


後半に入ると、岩手のチ I ムプ 
レーがまずますまとまりを見せ、 
点差を拡げていった。 

がして広島はコンビネーション 
ボとれず、加えて守勢に立ち、自 
滅した。岩手の順当な勝利と云え 
よぅ0 

▽準々決勝 

が W (門 u )4 を福井 

简〇0121453040 ^ 

刑美上が好谷林水村開信林}. 
が巧 辺 辺 1 
U 渡坂種渡水小清甲吉被若 C 
K '^—,1/ 主審 f 訂 
G ^岡田 y ^ 

問方田端林木海田川田} 

醜で’辻 〇 
: S 山石池立高巧上細ぶ ， C 

得〇 0002000101 4 

試合關始直後、前半のみまでの 
すざまじいばかりのを福井の斗志 
が試合をもりあげたが、しだいに 
田村の ぺ.—スとなり、ポスト プレ 
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■ 1、ブロックプレ I などを盛りこ 
んだ多彩な田村のを撃がしだいに 
巧を奏し、点差は扳がっていった 
のはやむを得まい。 

福井はもう少し、ロンダシユー 
卜を使って見たらと思ったが、敕 
半になると、田が結の一方的な攻 
撃の前にあえなく敗れさった。 

力の差はいかんともしがたいと 
いう戦いぶりであった。 

S 菱鉛筆 11^6—3 ー ブラザ I 
(神杂 W 〕115—4 r 工業 

得0 120010120 7 
q " 谷上倉島田田藤嵐田浦） 

い巧^井朝鹿楠家近ぉ掘ぷ 

K . P 毛審一訂 
G F 1, 若 山 I ^ 

刻田庄田木野合洋川房部見 

井 木木 リ 

吉本一二鈴姫落を江佐阿蓮 
得〇 0012601001 H 

シュートカに勝る一二菱は自軍ぺ 
1スをくずさず着実に加点した。 

ブラザ]工業はセット ホフエン 
スからの攻撃に今一歩の鋭さがた 
らず、また帰陣の遇さをつかれ、 

落合らの速攻を許し、自滅してし 
まった0 - 

走力、シュートカの差が勝敗を 
決っした。四強につぐチームにと 
成長が楽しみにされていたブラザ 
I 工業も今一歩のところまできた 
という感じである。将来の成長を 
望みたい。 


盡 1 :; 


T 全岩手 


け唯テハ 91^9—0 一 大阪 スタ 
(熊本)1文 

得〇 0311001000 6 
ぶ巧が口村井崎川口子川田） 

じ 辻中 化化 田山古山巧吉吉 

K 訂 
G _ ド‘ 一関川 y ^ 

巧部原保辺場水尾を技田} 

b 巧小新波射垂はニー下島 （ 

得 00353134000 W 

力の差がはっきりと表れたゲー 
ム。大販は北口、北村が動くだけ 
で、これに続くプレーヤ I がいな 
いため、シュ I トチャンスを生か 
せずに前半を零封された。 

.後半に入り、大阪は大洋のメン 
バ I チ卫ンジの間をねって、 6 点 
を入れたのは善戰といえょぅ。大 
洋は速攻からもセットホフンス 
からも、多彩なを撃をかけ、防御 
の甘い大阪のデイフてンスを好き 
なようにがき廻し、大臟をした。 


得〇 13010001 6 

^ 枝谷島攫野島岡 ぅ 
零百 重 〇 
悼 八熊中関八金似葛 ( 

K ^ 

G ド命田 y ^ 

5?^藤川木野幡野崎林蒲} 
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大崎の一方的ゲームに終始した 
東京女体大の韻ハ合、中島のコンビ 
をもつ若手も練習量豊富な大崎の 
体力、 スピ I ドの 前にはなず とこ 
ろなく前半をおわった。 

後半、全若手の反撃が見られ、 
やや試合を面白くした。後半の調 
子が前半からでていれば惜しまれ 
る0 

全岩手の試合を捨てない後半の 
粘りとボンバリは賞されようが、 
攻撃方法が単調であったため、大 
差で敗れた。 


大阪スタ 

1 ズ 


三菱，大崎敗退す 
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リ美上村げ谷林水村開信林 
か 2 pi 丑 
Si 辺巧種渡水小清甲吉渡若 
谓〇 0412 5 22010 


田村がは前半速いパスヮ—クと 
巧ホで一一一麦の巧抑を乱し、大差を 
つけた。 ■ 

一方一二萎はホ撃が単発におわり 
集中的な力を発揮できなかった。 

を半も田がの一方的なぺースで 
試合は終始した。 

力の差はかなりあるょぅに考え 
られる。一二菱の奮起を望みたい。 
大きアパ9 1^^ —6 一？ホ崎電気 
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部お保辺場水尾ち枝田} 
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大崎は惜しい試合をおとした。 

前半大洋が大崎のディ フユ ンスを 

攻めあぐむ間に大崎は点差をつけ 

前半を終了したが、後半に入ると 

大泮は持ち味のフ卫イントプレー 

をを分に使い、大崎のディ フエ シ 

スをゆさぶり、逆転滕ちを はたし 

た。大晦は今一歩の所までいきな 

がら、ついに決勝戦に出られなか 

った0 

▽決勝戦 

は巧ァパ。(：： )7 田村が 

得〇 0221100010 7 
け美上村巧谷林水村開美か} 

u 波ぶ種渡水ル清甲吉若を （ 

K P 主を一 ^ 

G ぶ'>岡前 y n 

部おな辺場水属宅技田； 

けまルが泣が垂は一-一下島 （ 

得 001330 32000 じ 

大洋ぺースで試合は進んだ。大 
洋 は、、、ドルシュ I 卜、ポストプレ 
I と自由な攻撃を巧い田村肋の防 
御陣をまどせ、得点をあげた。 

これに対し、田村妨は H リア前 
でのリタ I ンパスが小さく、大洋 
の出おのよいつぶしに合って、鋭 


い切'込みができず、が角ものにし 
た7 MT も大洋ゴールキ I パ I の 
好ずにあって、ついに追いこめな 
かった0 


誦 


翻 



般女子み勝(光島磯雄氏撮影) 


大泮は夏の全日本総合に続いて 
二冠を泻た。久しぶりの真の意味 
で田四強の激突は、大洋がおちつ 
いた試合ぶりで栄冠をにぎること 
となった。選抜.実業団と続く争 
いが見ものとなろぅ。 

この試合7 MT 、 退場者ともに 
多数見られたのは一考を要そぅ。 
▽三位決を戦 

大崎電気ーニ菱鉛筆 
両チームとも気おけしたのか本 
来の姿をちれ、ロンダシュートに 
頼りすぎたため、興趣をそがれた 
一二萎のシュートボ大崎の攻撃をさ 
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そい、これが得点と結びついたのが、両者の勝敗の別れめとなった。 


選抜勢強 


決勝は全静岡—兵庫選抜 


▽一回戦 


f % 德 


小杉高 
鲁山) 


一退をくりかえしていたが、龍本 
選おはしだいに選抜特有の個人技 
を凳揮した。一方麻生も体力‘走 
力を生かして、十分な力を出した 
が、靡本は一ぶリードして、前半 
をおわる。 


後半は、両チームとも、ディフ 
てンスが荒くなり、退攝者を出し 
た。麻生はノ I マークシュ I 卜の 
チャンスがしばしばあ'つたが、熊 
本のゴ I ルキ I パ I の再立の好ず 
にはばまれ、欺れた。 


抽せん勝ち 

前半両チ I ムともこれぞといぅ 
チームプレーができず、.ルがの口 
ングシュ I 卜の決定力が勝負をつ 
けるかに見えたが、後半 W 分に小 
杉は追加点をあげ、その後、小お 
は気の啄るみが見られた。 

そこに新居浜エはつけこみ、後 
半如か前後にたてつづけてゲット 
し、 717 で延長戦に入る。 

延長後も1点ずつを あげ、 8 I 
8の同点、抽せんに なり、 新居浜 
，エが勝利を得た。 

両チームとも勝敗にとらわれ、 
後半に入つてから、雑なディフュ 
ンス になり、粗暴な巧為の見られ 
たのは残念である。 

熊本選抜る：：パ )8 辦生赔 

前半はとりつ、とられつの一進 


下関中央早くも敗退 


▽準々巧勝 
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インタ—ハイ假腊の下関中央が 
敗れた。 

前半新居浜エはポストをぅまく 
生かした攻擊が成功した。 

一方中央ェは全くシュートが決 
らず、僅かに中川の1点にとどま 
つた。 

，後半中央ェはサイドから攻撃を 


かけ、これにょって得た 7 MT を 
決めて反撃に出、新居浜の選手の 
退場の間をぬって追いあげたが、 
お居浜も巧くシュートを決めたた 
めついに追いきれなかった。 

f 福ホ結 S (： N い )9 全化ぁ道 
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前半の福井セットオフ H ンスが 

良く決まっていた。全員のむだの 

ない動きが化海道の防禦をゆさぶ 

り、北海道に差をつけた。 


後半化淹道は追いあげ、福井の 
ミスをついて一時は同点にまでこ 
ぎつけたが、福井のサィド攻擊が 
巧を奏し、福井はベスト•フォア 
.に残った。両チームの健斗がたた 
えられよぅ0 

兵庫遥抜 W 旅：：^)日を山形 
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刺な越里司田柳江賀津お辺 >■ 

W 佐大中庄柴青大芳戸長液''-^ 

G F I ,関川^ 

W 藤田岡山恒口田川津光井） 

巧伊吉を横林川前淡野が石 （ 
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ぶ庫は長身透手をぅまく生かし 

ロンクシユートとポストプレ J を 
いかして攻めた。 

山形は動きに変化なくシュ I 卜 
ミスからな撃された。特に後半は 
兵庫に速攻とロンダシュ ー トをた 
ててつづけに攻撃され、大差にな 

つた0 
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じ熊本選拔 
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龍本、静岡ともに防御があらく 
互に自己の力を出しきれず、荒れ 
た試合になつたが、熊本は後半に 
なり、静岡の大きくふるセットォ 
フユンスにつききれず、延長戦に 
入つてからはスタミナ不足のため 
か、動きが惡くなりおれた。延長 
戦の割には凡戦であつた。- 

S 決勝 

兵庫選あ巧居おて 

得〇 0254101400 八 
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巧居おエの速ホにおする兵庫の 

セットオフユンスと 両者たがいに 

ゆずらぬ白をの戦いに前半は経過 

した。しかし、兵庫は長身の憑手 

ボ化つ左右のが度附近からのシ.ュ 

—卜がをくみり、これが巧居お H 

を最後まで苦める結果となつた。 

兵庫は運おのもてる長所を十分 

に発揮し、決勝に進出した。長身 

選手を集めたその攻撃力は一級で 

あつた。 

を静岡い) S 羽水髙 
静岡の勝因のを一にあげられる 
のはまず速攻であろぅ。羽水は開 
お早々にゲットしたが、その後は 


離岡のディフてンスをくずせずに 

場点のチャンスをいっしていた。 

得00130510621 W 

引切が崎英月辺昇田山川広.^ 

^ .JTT 山'谷山1 

蜡森端お杉望遮お池片長お C 

K P I 主審一^ 

G F , 扇 川 j ^ 

^中路巧井下川木田川野藤}. 

ス 々4 

顿田野中が.ハ合吉佐な古お加 （ 

身〇 0520300000 W 

全般的に云って羽水のディフて 

ンスの甘 さも あったが、静岡の渡 

辺、掉山のロンダシュートが効果 

的に決っていたことが第二の勝因 

であろう。 



.全静岡 W S 兵库選披 
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别切村崎英月辺昇田山川広} 

報 山山 谷山 4 
慌森新岩杉望渡杉池片長杉 C 

得 0005120075 〇 W 

白熱して、搪局第二延長にまで 
もつれこんだ一戦となった。 

両軍ともに各選手は十分な個人 
技をもちあわせていて、それが軸 
になる攻撃に終始した。 

これは混成チ I ムということか 
らくるのであろうが、を防ともに 
十分な個人技の基礎の上にたった 


チ I ムプレ I が望まれよう。 

このように今年度の高校男子は 
選抜チーム同±の決勝戦となった 
ことは、今後の国体のチーム編成 
の上に大きな問題を投げかけよう 
一つには、明るい話題ともいえよ 
う。今後の日本ハンドボール界を 
背負う若い力が混成チームになっ 
ても十分に力を発揮できるという 
のは、ナショナルチ I ム、ジュニ 
アナショナルチームを編成する上 
においても明るい話題といえる。 

v 一二位決定戦 

羽‘水高お居お H 
スタ I 卜はどちらにもかたさボ 
起り、一進；退となった。後半に 
なり、羽氷のミドルシュ I 卜がポ 
スト プレ I と人口せ生き、着々加点 
新居浜は喜井ボ完全にマ—クされ 


たことと、本来の速をが封じられ 
たことが敗因である。 
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高校男子羽水高—新居浜エの戦 
い(福井新聞社提供) 


菊雌農圧倒的強さ 

二 • I 二•四にには選抜チ I ムが入る 


高枝女子 


高校黄子全静岡—羽水高の戦い 
(福井新聞社提供〕 

第二延長の末静岡に 
▽決滕戦 


▽一回戰 

全化ぁ道 6( n 。 で1 広％ f 
褚戦のためが、両チ I ムとも 動 
きが少なく、力をだしきれずにお 
わってしまった感があった。 


化海道はセットホフユンスのフ 
ホーメ^~ションにこだわりすぎ、 
山陽は相手の得点につながるミス 
が多ずぎたのが目だった。 

全静岡 wf: 。丫ル (II 一女 

前半は両チ I ムともに速い動き 
を見せて、多くのチヤ.ンスを作つ 
たが、決定力なく、あまりものに 


.できなかった。 

後半に入ると、全静岡は疲れを 
しらぬ速い郵きとミドルシュ I 卜 
にょって点差を關いた。 

静岡のおとシュートが勝因の第 
一であった。 

々決勝 
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4 全北海道 
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本年度圧倒的な強さでインタ I 
(イを征した菊池農。国体でもそ 
の強巧は発揮された。 

あ池農は試合開始当初ょり得点 
を重ねた。北海道はを始同じをめ 
をして、菊池農のディフょンスを 
くずせなかった。菊'池農はダブル 
ポストからのホ撃ボきわめてさえ 
ほとんど成なしていた。チームプ 
レーの勝ちとい えよう。 


を岩手 5 {い—^ 
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^ル大中黒谷餘静高久杉を （ 

得0000010000〇 1 

両チ I ムともにスタ^ — 卜はすこ 
ぶる悪かった。特に福井は再立の 
ノーマークシユ^卜を失敗して、 
得点を逃がしていた。 

福井はシュートカはあるように 
田地えるが、どうも細かいプレーに 
欠け、得点を逃していた。前半両 


チ I ムをせて僅か 1 点といぅ拙攻 
であった。 

後半に入ると、岩手がよく走り 
多彩な攻撃を見せて勝利を手にし 
た。福井は前半の拙をが惜しまれ 
た。 
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福井選抜 



宮巧女子の熱戟(福井新聞社提供) 


千葉遠お 
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げ化井山ち今福木上が湯 C 
闻〇 002001200〇 5 

関東地区を選抜の力で勝ちぬい 

た千葉、閱西地区からの精華の対 


ともに精彩なく化戦であった。 
と.にかくシュ I 卜までのつなぎを 
なんとか形作った千葉が精華を押 
え、勝利を握った。精華にもう一 
息のガン バリと 気力が望まれる と 
ころである。 


全静岡7ミ U 
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U 洋木を田永山お田垣藤野） 

W 部部 保 〇 
路服鈴服巧あ下首久おか海 C 
特00030110200 7 ^ 

前半は1点を争う巧ゲームとな 
り、互いにぷをを出しあう面白い 
展聞になった。新居浜はキーパ I _ 
のげずがあり、.静岡はディフュン . 
スの力が主になって、なかなか得 
点はあげられななかった。 

後半になると、静岡は前半に比， 
ベると細かいプレ I がシュ ー トに 
つながるようになり、着々と加点''-\ 
し、.新居浜高をひきはなした。 ？ 
.新居浜高はインタ I ハイに見せ ^ 
た加藤•山本コンビが得点をさし r 
てあげられなかったのが苦戦の因 
となった。 r 

化 
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惊お中村が蔵水田鹤蹟原 （ 
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菊池農は強い。攻擊もさること 
ながら、 ディフ正 ンスは抜群にす 
ぐれている。 

菊池農は速攻，ともち味のポスト 
プレ I で多彩な攻撃ぶりを見せて 
着々加点する。 

一方の岩手は単調な攻おしかな 
いので、凡シュートしか打てず、 
菊池農の前にあっさりかぶとをぬ 
いだ。 

巧術•走力などすベての点に勝 
る菊池農の圧倒的な勝利であつ 
た。 
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第二を長にもつれた一戦。适ぁ 
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.チ—ム特有の個人技を発揮し、互 
いにげずらない熱戦でった。チー 
ムプレ I がない点は今後の課題と 
なろぅ^、選なチームの良さをど 
ちらも出しての一戦であった。 

▽決勝戦 

菊 池 農 U 3 を静岡 

得〇 0001010100 3 
刊洋木恵田永山藤田垣藤野} 
邹部部. 保 〇 
齡服鈴服 内 松下首久稲加海 C 

^ d 髓 ) j 

:^田 W 中上田上尻田上口） 

ra 松中村村蔵水田鹤積原 （ 
^00323102000 H 


前半は菊池が中のロングシュ I 
卜によってリ I .ドする。後半に入 
'り、静岡も散発的に得点をかえし 
たが、菊池農の厚いデイフてンス 
にあいシュートチャンスを作るこ 
とがむずかしく、菊池農の堅城の 
前に敗退した。 

菊池腊はこの試合は速攻とロン 
グシュ I 卜を主武器に戦い、才 I 
ルラゥンドな強さを見せた。 

インター ハイ、国体を通じ、一 
試合を除き、 W 点凶上の得点を出 

し、いずれもダブルスコアに巧え 
こんだ菊池殿の力は抜群である。 
監督•運手の努力の賜である。 


位決定戦 
千葉遇な日^ 


全を手 


先取点はち手がとったが、その 
後は全く得点がとれず、千葉に同 
点にされたあとは千葉のぺースで 
試合は進んだ。 

脚力.シュートカに一日の長が 
見られた千葉の順当勝ち。金子の 
活躍ボ特に眼に.ついた。 

I 皇后が順位①熊本(女子二 I 
I 部門優勝は第口回の熊本な来 〕I 
I ③ち手、③静岡、一二重' I 
I ⑥埼玉、モ葉、⑦.巧を川、- 
I 福井。 


大阪イ I グルス雪じよくなる 

決勝は教職員と同じ顔合せ 


教員男子 


▽一回戦 

熊本あ員香川教員 

香川はゲッタ I 石原とともに攻 
められる選手がいないため、攻撃 
がとぎれ、チャツ.スをつぶしてい 
た。熊本は全員の動きが良く、攻 
ず•走ともにそろい、一方的ゲー 
ムとなった。 . 


岩手教員巧；^::パ巧静岡教員 


抽せん勝ち 

ポィントゲッターを中、むにした 
じっくりした をめあいで シーソー 
ゲームとなる 。ブロックプレ^ —を 
など 細いプレ I をおりまぜ、巧み 
な 試合運びであった。延長戦に入 

ゥても決らず、岩手が幸運め勝ち 
星を引いた。 

▽準々決勝 


埼玉教員 


得 0000150353 7^ 
r ：；' 橋保子枝田井勢城戸田 ) 

齡高^金111松化多結高高 ( 

K Ff へ主審一^ 

卢_ r ^ E /. ? 

が田海田田脇田田原井住} 
糾漸 森0 
W 島中津元谷沢秘竹平矢 C 
得〇 024030040 2. 

両チ I ムとも 全く 互角の形勢。 
多彩な攻撃を見せてシーソーゲ I 
ムの展開であった。埼玉は冷静に 
試合を運び、，やや難点のある熊本 


のディ フてンス をつき、勝利を得 
た。熊本教員の成長は明るい話題 
となろう。 


福井教員の {^^—6 yL 

得 00021070301 パ 
川上宅川戸西上越口本林井} 

禍井三'石楠大川船田藤竹お （ 

K ' P /主審\が 
G F ) <,岡村 一 n 

刊田田立野下崎野野内田島） 

翻 谷 2 
iS 越竹華竹森塚鹤坂ル福田 C - 
得 〇 0210018614 の 

前半嗔つくりしたぺ I スの岡山 
やや速いぺースの福井と対照的な 
試合運びで9—8。後半疲れの見 
えた岡山に対し、福井のブロック 
プレ—を基調にした ポスト•サイ 
ド攻擊が功を奏した。 


U 岡山教員 


富山教員 C 5—^ 


5 18 2西館教ク 
1—0 1 (北海道) 


巧熊本教員 


得〇 0151122100 0^ 

J 田田田見元山木平前原} 

悼上点京永巧中古ま越< l ^ < 

K 訂 
G __^ ^平田」 t 

'討川藤本田野上橋瞄波井藤} 

S 谷 〇 
防長後滝武藤川新宮南石ぶ C 

得 00 04114110 〇。 

先取点をとり、スタートは良か 
つた頭館だったが、パスワークが 
乱れたところを富山につかれ、前 
半は 6—3 。北海道は後半になり 
調子をとりもどし、追い起げ延ゴく 


戦にもちこむ。 

延長後は常に富山が先手をとり 
そつなく勝利をものにした。 

な评—の(刊を手ぁ目 

得〇 00130007 U 

^杜野島野田藤が原田 } 

22石海中宮高加足小増 ( 

K P 、主審一仰 
G F \ 岡村、； J 

别滨崎上木岡藤尾村井塚} 
娜東 〇 
じ輿島井青化加松木福陛 （ 
褐〇〇 333152237 W 

大阪は憤まな スタ ート。技術、 
コンビと もにすぐれ、 ミス も ほと 
んど見られず大差をつけた。一方 
の岩手は増旧一人に頼らざるを得 
ず、増田が 7 点を挙げ、わずかに 
面目を保った。 

▽菱勝 

ホ版ィ—。な—^)2宮山誓 


得〇 0242111002 U 
川田田田見元山木平前原} 

惦上点原永秋中古ま—越金 （ 

K P 主審一八 
G ___ F 一 日野 I ^ 

浜踰上木岡藤尾村井塚} 

けみ島3井青化化松木福猩 C 
得 0 0 4 3501349 4 加- 

昔山は開始直後はょく大販に食 
い下り善戦。サィド攻撃が主体で 
得点をあげる。しだいにィ I グル 
スのぺ I スになり、もち味を生か 
した多彩な攻撃を発揮し、決勝に 
進化を決める。 
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埼玉教員福井を員 

場00111004 206 K 
w 田田立野下崎巧野'巧田島} 

b 越竹華怕森を鹤巧小お田 C 


F 


隅 

'削 

辜. 


員の雪じょくをとげた。 一一 一位決定戦にありがちな元気の. 富 山は中央にボールを集め、そ W 天皇杯整①熊本、③埼玉、_ 
▽一二位決定旣 ない試合であった。福井は 富 山の こから 狙ぅ といった動きだったが W ⑨福井、④静岡、 ⑥を 媛、大阪、_ 
,1|5\ ( ミスに乗じ、速ををかけ、点差を自戒した。 I ⑦岩手、⑧神奈川、化お道、颇兵 
福井あ員迎 SI 7) 口 富 山あ員開きあ事に 一一 岳を獲得した。 ' ' _ 


i 天皇が順位①熊本、©埼玉、 _ 
③福井、@静岡、@愛媛、大阪、^ 
⑦岩手、®神奈川、化海道、®兵 
庫、 I 二重、東京 


r :; 橋保子お田井勢城戸田 ) 

&1上金111松化多結高高 ( 

得〇 001160516 ^ 

福井は埼玉のゲッター化井をマ 
1 クしたが、それが不十分であっ 
たため得点を許したのが第一の敗 
因となった。福井は埼玉のディフ 
ュンスの{八をょくつき、おいこん 
だが、化井のマ I クの甘さで許し 
た得点をおずに至らなかった。 
▽決勝戦 

な巧 — W 而 U ぶ巧疆員 

得0000150305 M 
r :； 橘が子枝田弁勢城戸田 ） 

閒高上、き一居化多お高高 ( 

K ' P ' 主を一げ 
G _ F : 一'岡田 y ^ 

对お槪、上木岡®巧尾井塚） 

弛 東， 2 
け巧島井青化化木あ福植 C 
得〇 0245010051 W 

ここ数年、教員界をみけている 
両チームの対戦となり、あ職員媛 
勝の势いで埼玉の二冠なるかとい 
う点に興味がもたれた。大阪はこ 
の大会慎重な試合運び。この試合 
を大阪はブロックプレーを多用し 
て、それを得点におびつけ、を職 


一般男子では、大略電気•住ぶ 
I 化学•，を K 二一景のシードチ I ムは 
一順調に勝ち進み、全神を川はま業 
I 団の新鋭常盤工業に惜かした。み 
I 勝は大崎電気と KK 一一一景、昨年の 
^巧玉団体の時と同じ顔合せとなっ 
W た。 KK 三景は尾形を GK に房し 
^て緒戦から必勝の構えで勝ち進ん 
I できた勢いをこの決勝戦に遺感な 
^ く発揮し、積極的にホめ、随所に 
j 巧プレーを見せたが、大崎電気は 
j 除々にピッチをあげ決勝戦にふさ 
I わしい大接戦をあじ大崎電気の8 
一八連隙でおった。両軍 GK 福本、尾 
^形共によく試合が一層引をってよ 
ミた。 

I 住ち化学菊本ボ加藤 . G 区季原 
W ボ外傷によって欠場したボ、よく 
^面目を巧ってな斗したことはほめ 
j てょぃ。 

~ 一般女子は田がが績、一二菱鉛筆、 
I 大崎语気、大洋 デパー トの 4 強の 
j 争いとなり、クラブチームは大 
^差でがれ、決勝は、大洋—田巧が 
^の間で巧われ、天覧試合とも思 
W われない活濟な試合が展開され 
W た。大をデパートは田村巧の立上 
I ボりを強くをめてリ—ドを奪い、 

^後半立直りを見せた田ががのベ I 
^スも GK のげ守により阻止され、 


日頃ぶせてくれたリタ I ンパスやわしい熱戦ボ展開されてを静岡が 
鋭い切込みが見られず太洋デパー初優勝をしたわけであるが、混合 
卜に屈した、太洋デパートは一一一回チ—ムづくりにも今をの課題があ 
目の優勝を遂げた。 るように思われる。 

教員男子は予想通り大阪ィーグ 高校女子では、男子と同じく単 
ルスと埼玉教員クラブの間で、み独、遇かの比率は同じく 5 が 5 で 
勝一二回目の巧戦となった。過ま一あったが、ィンタ I ハィには群の 
勝一放のあとをうけて、一進一退強さを発揮した菊池废高ボ危なげ 
のシ—ソ—ゲームを展聞したボ、なく地力を発揮して 4 度目の慶勝 
大阪はソツのないホ璧でリ ー ドでをした。 

緊迫の中にも余巧のある試合をち .一般では、クラブチームとま業 
せて 5 回目の優勝で 3 連勝した。団、高校では単独と混成がこの大 
高が男子は、本年より混合チ I 会におけるちどころで々をの進め 

第の回国民体育大会秋季大会 
ハンドボ1ル競技総評 

審判長鳩田新太郞 

のられ単独チームと混成チ方に注目していかなければならな 
化較が焦点となる試合でもいのではなかろうか。 

たまたま今大会で W チー 地元福井県チームは、各種測に 
做チーム日、混成チ I ム日大いに頭張り教員、高男の 3 位、 
^が、結局ィンターハィの 一般男子の健斗で掠を 3 位を獲得 
朗中央が新居浜工業に敗れされたことは賞讚してもよい。 

せがあり、兵庫選抜、全 又この大会全般を省みて、競技 
化成選抜チ！ムの対戦とな場の整備は万全を期され、 3 日目 
岡チーム共に単独単発シュめ雨天の隙は、高お町、青郷ル体 
ムる摇点が大半でセットプ育館の2会場で、なんらのま障な 
王く見られず、試合内容に く運営できたことは大変よかっ 
(きものがかかった。しかた。 

延長を重わ決勝戦にふさ 第 4 日目にはハンドボールとし 


ムが認められ単独チームと混成チ 
1ムの比較が焦点となる試合でも 
あった。たまたま今大会で W チー 
ム中単独チーム日、混成チ I ム日 
であつたが、結局ィンターハィの 
覇者下関中央が新居浜工業に敗れ 
る番狂わせがあり、兵庫選抜、全 
静岡の混成選抜チームの対戦とな 
った、両チーム共に単独単発シュ 
1 卜による摇点が大半でセットプ 
レ I が全く見られず、試合内容に 
は見るべきものがかかった。しか 
し延長に延長を重わ決勝戦にふさ 


ては 4 度目の天皇皇后陛下のご台^ 
臨をいただいたことは地元高浜巧： 
はもとより関係者としては誠によ- 
かった。 

終始この大会に采配をふられた 
滨田的畏、実行委員長の小見山助. 
役その他の各役員の皆穂方の努力 
には敬意を表したい。 

又競技役員は今までになく熱、む. 
で、多少問題があるかも知れない 
が、決勝戟までゴ I ルジャッジを 
してもらった户とはよかった。 

しかし、国体ボ都道府県対抗で^ 
あるために、県役員、監督、選手 
が異状な興奮状態に陥いる ことは 
わかるが、ベンチにおける発言に 
も限度があるのではないか、特に' 
判定についての不服をいろいろな 
表現で示ず監督が多いのが目立っ， 
た。 

尚教員決勝におけぶ両ベンチの， 
発言は限度を越えて残念であっ： 
た。 

いづれにせよフ卫アープレーの 
精神を発揮ずるこのゲームで役員 
も同じ気持ちで参加することがお 
要でなかろぅか。 
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チヨタは印佩機材の合理化を推進する 
総合 メーカ I です。 


酱ま二一巧/栗田满ホ 


パーフ H クトは夢の印刷機 
(全自動)です。 





人手の足りない工場に大巧評。 


尝ま一課/庄司政巧 


ハ I フエクトはたくさんの賞 
賛の言葉をいただきました。 








臨辟評議員会、理事会 

M 月4日 .2 日福井県高滨町 


理事会 

臨時巧事をはの年 W 月2日 W が 
孤みから高お町「.をホ」で3が間 
にわたって開かれたボ、出席者が 
定足数に满たないため、話し合い 
の会とした。 

まず総な局から各大会の成績、 
I 打 F 紹会、世を選手権大会につ 
いて報告ボあゥ了承された。 

ついで事業局から、企画委員会 
のを本方針についで説明、中学校 
指導要領についての説明、渉外部 
の報告がなされた。 

競技局からはを判部、は術部、 
普及部についての報告ボなされ、 
了をされた。 

JOC 委員会の報告ボあったボ 

主題はユニバシァード、オリンピ 
ック 関係のことであった。 

国体委員をの報告は、第 W 回 
(昭和が年度〕国体ボ巧歌山県に 
決をした こと' などが報告された。 

競技力向上委員会からの報告は 
今年度卞當などに' ついてであゥ 
た0 

ないで予定されていた協議事項 
に入り、が年度試當表(別揭〕が 
了承された。 


年を行事予をに関連して、全 
日本教職員連盟を設立したい希望 
が出された。 

斤き日程は完全に決をされては 
いないが、いずれ全面的にかをさ 
れる ことになるで 

評議員会 

ついで臨時評議員会ボが年 W 月 
4日午後4時が分から2時間にわ 
たゥて、高あ町「余ホ」で開かれ 
た。この評議員会もを足あに達っ 
せず、種々の問題に.ついて、討論 
されるにとどまった。 

まず、ソ連ボ開催して一打なわれ 
る国隐女子ハンドボ—ル選手権大 
会についで、種々の論議がかわさ 
れたボ、種々検討すべき事項ボタ 
いので、その検討事項を解決して 
から決をすることになった。 


ここのところ恒例となつている 
国化時の全国理事長会議が々年も 
国体開催地である福井県高浜町 
「余ホ」に於いて、 W 月2日に開 


来年度の国際試合は種々の情势. 
がか わり、 ホだ検討すべき問題ボ 
多いので、な回にみをすることと 
し、今回は保留とされた。 

化協評議員には、西副会長が巧 
薦された。 

鈴木前会長を協会顧巧にお屬ず 
る意向も示された。 

また数お洋二、徳永陸繁両理事 
の巧任と田中滋章、久田晚両氏を 
理事に推薦することも話しあわれ 
た。一' 

社団法人化についても、準偏委 
を中むにしで推進することボ申し 
合わされた。 

巧上の事項は出お評議員の間で 
は、一応の了お点に達つしている 
が、なお正式のホをにはなってい 
ない。 


催された。 

現々、内外ともに種々の困難な 
問題が山積している時に当り、疆 
々の閲題について積極的な意ぶが 


文換された。 

直接、日本のハンドボ I ル界の 
執巧に当っている日本協をと現場 
の第一殺の細い指導に当ゥている 
県協会の理事長との間に小さいこ 
とでも、誤がや意志の疏通を欠く 
ことがあってはいけない。 

また日本協会の施策の中に、地 
'.，方の声をもりこみ、それを基にし 
た立案をしなければいけない。 

また地方協会では、.日本協会が. 
何故このようなことをするのか十 
分に理巧し、その方針を十二分に 
理おした上でないと、どのように 
していゥたらよいが判らない場を 
も 出て くる こと も あろう。 

そういうことのないように、太 
く、速度の速いバィプボ通ってい 
ることは化要である。 

そういった意味において、この 
全国理事長会議はそこに集った詰 
氏ボー緒に度事をしながら、ザッ 
クバランに腹をぶせあった話がで 
きるというので、大いに効果をあ 
げている。 

それだけではない。各地に於け 
る種々の難問を互いの体験を語り 
あいながら、互いにが決で きると 
いう 利点を もっている。 

一年に一度こうした会合がもた 
れて、’親交を深めることは大いに 
良い結をになることだろう。 

この集りが現在のような形で続 
き、日頃思つていることをどしど 
し フランクに 話し合えるおををも 


てることは、ハンドボ I ル巧の今 
をにとって、大いにプラスになる 
ことだろぅ。 

巧年は々年ょり多くの人々ボ集 

れ るょぅ に願ってやまない。 

/))\((J)ir)r7sf)\ysr\.£} 

出席者名簿(敬称略) 

化あ道協会 a 事長岡田豊夫、岩 
手県協会常任理事太田利彦、'佐々 
木茂喜、福島県協会理事関川正 
道、埼玉県協会常任理事遠藤お 
な、東を都協会理事長佐野巧夫、長 
巧県協会常任 a 事加藤お之、静岡 
県協を理事を片瀬喜け治、岐阜県 
協会理事を高井勝勇、福井県協を 
長伊藤仁和、同副会長関捨男、同 
理事長中巧化が右街巧、同常任理 
.事西島喜け治、東哲郎、石 w 県協 
を®事長若山博、富山県協を常任 
理事桶を寅、一一一重県協会 a 事長中 
根武彦、京都協を巧事岩本定男、奈 
良県協会常任巧事久巧田広か、巧 
歌山県協を常任 a 事山田進、広島 
県協会常任 a 事平田幸男、山口県 
協会理事を部を二、愛媛県協会常 
巧理事河本武夫、福岡県協会常任 
a 事日野博、熊本県協会理事長藤 
田八邱、長崎県協を理事長が巧ず 
、日本協会荒川清美玛事長、山田 
計•久田晚.お田猪一二が.田中滋 
章.岡巧旧二常務ほ事 


全国理事長会議開かる 

W 月2日高お町 
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_ 支出の部 

M _目|_金 額寺 


総合収支計算書 

昭和43年3月31日 

>部 収入の部 "■ 

I __目1金 額 

計： 6. 330. 170 


1(会議貴）総務193. 240財•務 6. 770 

審判 81. 640技術 25. 341普及 16. 810 

2 (渉外費） 

3 (旅黃交通費）役員 71. 970が務 13. 740 

巧術154.684総務 152. 620 
審判 166. 020普及 168. 940 

4 (通信費）檐務 

5 (分担金）総務 62. 〇日〇渉外 218. 642 

6 (印刷費）紹務 

7 (大会講費）摇務 30. 004技術 772. 〇 2 〇 

普及 92. 440 

8 (娟耗品）総務 48. 137審判 134. 000 

9 (備品費） 

10 (人件費） 

11 (賃借料） 

12 (予備費）役員 29. 880摇務 85. 806 
_ 技術 2. 050 

(補®を）全日本高校邁手権 
// 学生ッ 
" 牆合" 

ッ選揉// 

. _ 国体補助金 

計 

(予偏費） 

(大会参加料） 


323. 801 
86. 159 


727. 934 
421. 523 
280. 642 
168. 800 

894. 464 
182.137 
15. 450 
450. 800 
480. 000 

117. 736 
4.149. 446 
150. 000 
150. 000 
100. 000 
100. 000 
300. 000 
800. 000 
1. 229. 781 
217. 000 
6. 396. 227 

6. 396. 227 


125. 000 
370. 000 
1. 379. 600 
319. 000 
1. 035. 000 
242. 000 
8. 500 


2. 658. 840 
192. 230 


6. 330. 170 
66. 057 
6. 396. 22厂 


絡合貸借対照表 

昭和 4 3年3月31日 


資_産の_部 


— 負倩 の部 
額科 _|_1^_額_ 



消_ 

印 刷 費 日 1. 700 

旅費交通費 13. 280 
予備貴 3. 050 

計 2. 688. 749 


2. 688. 749 計 2.. 

収支差額 : 

2. 688. 749 を _計 2 


(一般会計）収支計算書 
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I H F 総会に帝席して 

荒井•清美 


西ドイツの印象 

私は 8 月じ日から 9 月 7 日の約 
W 日間、 IHF 總会に出席し、あ 

わせて、 ヨ I ロツパ 特に 西ドイツ 
のハンドボ I ル界の情況を巧察す 
るため、渡欧しました。 

8月 n 日夜、 JAL に乗りこみ 
^2日朝には、もぅヨ）ロツパ、ま 
つすぐにケルンに行きました〇ま 
ず西ドイツのケルン郊外にある 
ケルン体育大学に巧き、ここで 
は、学長、生理学の教授などに会 
い、生理学的、体育学的な問題に 
関して、意見を交換し、合わせ 
て、施設を見学させてもらいまし 
た0 

このケルンに基地を置いて会議 
前に西ドイツの各地にいきまし 
た。 

中でも印象深いのはデュツセル 
ドルフで、ドイツ協会をたずわた 
時のことです。このことは後に触 
れます。 

ドイツ 協会に行きますと、デュ 
ツセルドルフ近郊で、亩 ドイツ 女 
モナショナル チ！ ムが今みのモス 
クワでの選手権に出場ずるため、 
合宿練習をやっているという話な 
ので、それを見学しました。 


このょう にして、会議前の ドイ 
ツ滞在中は、大学を訪れ、種々の 
施設の見学•あちらの専門家との 
話しあい、 ドイツ ハンドボ I ル協 
会を訪れるといつたことで多いに 
有劾に日を過しました。 

中部ドイツの穏やかな晚夏の風 
景の中で巧なわれている牧歌的な 
合宿、緑の多い広いキャンパスの 
中に点をずる校舎ときれいになら 
されたアンツーヵ ー、 あるいは芝 
生のグランド、整つた学生寮の施 
設、広い研究室などどれをとつて 
見ても非常にうらやましいもので 
した0 

ケルンから汽車に乗り、広いド 
イツの平原の中を旅し、ラインの 
流れなぞを見ながら、ョ I ロッパ 
というのは実に広いが、のつぺり 
した ものだなあと実感として、そ 
の広大 さと 平らさを味いました。 
アムステルダムにつき、宿舎に入 
りました0 

總会前の雰囲気. 

総会は如日にアムステルダムの 
ホテルの中にある小会議場で行な 
われました。 

会議前日から、チ H コ閱題がか 


らんででしようが、慌ただしい動 
きが見られ、ホテルのあちこちで、 
S 々五々集り巧なわれているのが 
見かけられました。 

普通でずと、しごく和やかな霉 
囲気で あり、 旧交を暖め あう 風景 
があちこちに見られると聞いてい 
ましたが、今度の場合はやや異っ 
ているようでした。 

■ソ連と も 69 年の招待の件で話 
しあいたいと思っていたので 、 W 
日に会いたいといったところ、大 
変忙しそうで、明日の会議をおわ 
ってからにしてくれとのことでし 
た。 

会議の日になり、会議の始る前 
にも、ヒソヒソとあちこちに数ケ 
国の巧表が集り、密議をこらして 
いるといった 風景が見られまし 
た。 

總会の内容 

果して、会議の始め、，ごく儀礼 
的な挨搂をすることが当り前にな 
っている開催国 ホラン ダの会長が 
大変重大な会議である。今回の異 
常事態のため、大変重要な決定を 
しなければならないので、そのつ 
もりで会議に臨んでほしいとの挨 


段があり、会場は重苦しい雰囲気 
につつまれました。 

次に IHF 会長のバゥマン氏が 
たち、挨撰をし、その中でソ連に 
於ける第 4 回女子世界運手権を中 
止すると昨日の理事会で決定され 
ている。これをまずやりたいとい 
って、論題に入った訴で、その後 
は御承知の通り、中止が巧..。で 
決定され、すぐにョーロッパがの 
中止も上星され、可決されたので 
ず。その後は通常の総会の通り、 
議事が進み、人事は現執巧部の全 
員留任。ついで各国の提案に入 
り、競技場を主要国隱試合では W 
mx 如 m にずること、ジュニアの 
年令の統一、複審制の問題、1チ 
I ムの構成をじ名にずるなどの提 
案が討議、決定されました。 

その後、今後の会議、選手権の 
議題に入りました。 

19 6 9 年の国際審判員講習会 
はスペインで行なぅことがまず決 
定されました。 

ついて 1970 年の総会をスゥ 
エ I デンで開谐することが决り、 
19 7 〇年の男子世界運手権がフ 
ランスで行なわれ、細部にわたる 
再確認がありました。 

女子の世界運手権は次回は W 库 
になるのですが、これに関しては 
オリンピック 問題がはっきりずる 
1 目 7 〇年の樵会まで保留するこ 
'とになりました。 

ミュンヘン ホ リン ピックについ 


では、一応男子巧 チ ームとして、 
19 7 〇年の世界選手権で 8 チー 
ムを患との 8 チ I ムはアジア、 ア 
フ リカ、アメリカから1チ I ムず 
つ、あとは IHF で決定ずるとい 
線が出されました。 

1目7 4年の男子世界選手権は 
ドィッが立候補しているが、 W 年 
の經会で決定することにして、保 
留となりました。 

会議は W 日だけでおわり、別日 
はアムステルダムの市巧の観光を 
巧ない、解散しました。 

その後、ミュンヘン•ホリンピ 
ックの施設を見学するためミュン 
ヘンに巧き、そこから帰国の途に 
ついた訳です。 

な上が会議の内容を主としたあ 
の今回の旅行のあらましですが、 
なに今度感じた種々のことについ 
て触れておきたいと思います。 

給会の印象 

IHF 摇会では、初めに、すで 
に皆さんも御承巧のとおりの 「チ 
エコ問題にからんでおきた世界選 
手巧中止議案」が提案された訳で 
すが、これが御承知のとおりの事 
情になったことは選手諸君をはじ 
めと する関孫者諸氏には誠に気の 
毒なことではありますボ、やむを 
場ないと考えるな第です。 

この時にも感じたのでずが、よ 
く最近云われている国際連盟の執 
巧部と新興国間のミゾといったよ 
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開催年 
第1回1946年 
第2回1948年 
第3回1950年 
第4回1952年 
.第日回 .19 日4年 
第6回，1956年 
第7回.1958年 
第8回1960年 
第9回19始年 
第10回1964年 
第11回1966年 
第じ回.1968年 
臨時緩会 

1948年パリ 


従来巧なわれた I HF 総会 


開催地 

コペンハーゲン（デンマーク）8ケ国参加 

パリ（フランス）11 ケ国参加 

ウイン（ホーストリー）巧ケ国参加 

ザールブリヨッケン（西ドイッ）16ケ国参加 

ヤパチーヤ（ユーゴー）15ケ国 参加 

ストックホルム（スウ X —デン）18ケ国参加 

ボルミッシユ•パルテンキルヘン（西ドイッ）17ケ国参加 

リユーシユ（ベルギ ー） 21ケ国参加 

マドリッド（スペイン）24ケ国参加 

ブダペスト （ハン ガリー) 25ケ国参加 • 

コペンハーゲン（デンマーク） 26 ケ国参加 

アムステルダム（ホランダ） 28 ケ国参加 


(フランス） 14ケ国参加 


員け事務所の近くに居を權えて 
いてずぐにもかけつけられ ると 
いったうらやましい条件にありま 
す。 

西ドイツの大所帯をひきいてい 
るのですから無理ないと思います 


が、試に立派なものです。まさに 
組織があるとい5感を受けまし 
た。種々の面で学ぶことは多々あ 
りまず。日本でも一つ一.つ解決し、 
あらゆる 面で トップレベル になり 
たいものです。(談文責•編集部) 


弓なものをチョットではあります 
が感じたような気がしまず。 

秘祗投票でしたので、よくは判 
りませんが、なんとなしのふんい 
きからいいますと、西欧諸国は執 
行部案に貸意を表し、ソ連をはじ 
めとずる アフリヵ 新興国は執行部 
案に反ザ、ずなわち開催しようと 
いう意向のように見受けられまし 
た0 

執行部の指導性 

この時にも感じたのでずが、こ 
の後の議案の処理の際に特に強く 
感じたのは、執行部の指導性の強 
さとそれからくる会議の運び方の 
速さということでした0 

執行部—特に会長—の発言権の 
強さには眼を見張るものがあり、 
たとえば、英国の加盟の可否が問 
われた時、プチ•モンゴベール副 
会長が英国をかばう演説をながな 
がしようと しているのを、 バゥ マ 
ン会長がとどめ、裁可してしまい 
次回延しにするといった場面で特 
に強く感じました。 

U 人制のを続といったようなを 
要案件に関しても、技術委員長よ 
りも、会長がはるかに指導力を発 
揮し、決定するとい うように。 

人事の面でも、会§留任が決 
定ずると、会長が他の役員をミュ 
ンヘン ホ リン ピックまでこの組綴 
でという一括提案でそのまま認め 
させるというように、執行部のイ 


一ーシアティフは非常に大きなもの 
があり、会議の進行はすこぶるス 
ピーディなものでした。 

こういったことは一つには、常 
務理事会、理事会ですでに検討し 
つくされているので、自信をもつ 
て、会議に臨む態度もしつかりし 
ており、理事全員、そして理事を 
選出している国々がこぞってこれ 
をま持ずるという事が強力な指導 
力をもつ背景になっていることも 
見逃せないことだと思いまず。 

このような会議に入る前にずで 
に大体の話は型がついているため 
日本のように ごくと きおりしか、 
これらの人々と話う会う機会のな 
い国が新しい提案をしたり、役員 
になったりしようとずることは至 
難のヮザということができましよ 
$0 

今回も理事国立候補の意志表示 
はしたのでずが、ョーロッパにそ 
れこそ真の意味での知己がいない 
現状では、全く話にならないとい 
うのが、今回の操会に出て痛感し 
たところでず0 

オリンピック問題 

ホリンピック 問題に しても、 男 
ホ蘭催が可能かどうかは現在行な 
われている メキシコ•ホリンピッ 
クの際に行なわれる IOC 摇会で 
メドがつ くこと になり ましよう。 

これも、 やはり IHF と開催国 
である 西ドイツがどの程度政治力 


を発揮することができるかが、一 
つのヵギになりましよう。 

ドイッ 協会が中也になって。 ド 
イッ 体育協会長が バックアップし 
メキシコの IOC 給会には-ドイ 

ッ体育協会長を先頭にして、ドイ 
ッハンドボール協会長、 IHF の 
ドイッ出身の技術委員であるジー 
グフリ I ド •ペラ イ氏ボ出かけて 
いくという話でしたので、かなり 
の成果があがることが期待できる 
でしよう。 

オリンピック に対する各国の関 
むに非常に高いものがあり、これ 
は役員の留任をミュンヘンに理由 
づけて行なった I 狂 F 執行部と同 
様に大変なものがあることが、ひ 
しひしと感じられました0 

協会でも、男女聞催の声が非常 
に高く、各国ともただならぬ関ん 
をよせていることは、ホリンピッ 
クが議題になった時会場にみなぎ 
った、熱つがい雰团気からも察つ 
することができましたし、各国の 
け表と意見を交換していてもオリ 
ンピックと云う 言葉はしばしば 聞 
かれました。 

ドイッ協会の巧象 

オリンピックと 関連して、 ドイ 
ッ 協会でずが、 ここは 一つの立派 
な事務機構がそなわっていまず。 

会長、副会長が瞄対の権力をも 

っ.ていることはずごいものですが 
理事長が協会専属であること、役 
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ネデフ氏から学んだるの 

大崎電気女子監督 ^ 0^0 


私達は嘗てル I マニア男女が世 
巧制覇をし、世界の最上位のナシ 
ョナルチームのコ I チであるネデ 
フ氏から指導を受け学びました。 
を本技術、を礎体力の重要性を改 
めて身を持っておわりました。運 
手達がネデフ巧から直を指導を受 
けた体験は誠に意義深いものボあ 
ります0 

基本は術は始めて‘ハンドボール 
をやる乂もを日本運手でも同じ樣 
にい.つもな復お習をしなくてはい 
けない。一流選手になると思った' 
ら見ょぅぶまねではなく正しいコ 
1チを受けて正確な基本は術、基 
お体力を順序ょく反復紐習をしな 
ければならないといぅことです。 

ネデフ氏の指導を受けた印象 
..練潭は厳しいが楽しさがある。 
プレ I ャ I は基本は術、基礎体力 
に忠実であれ、練晋は常に「正し 
く、速く、強く」、' 棟晋、内を、 
目的をかかりやすく a 巧させる。 
選手はいつも頭を使ってプレーし 
'巧カナることだ、コーチがやって 
ぶせる(言葉は通じないが、見て 
わかる)練晋にを化があると同じ 
に能率的な棟晋である。練晋には 
目がしい練習をや a 論はありませ 


んが、棟習方法や気せいた点を書 
いて見ます。 

1、練習に補助運動、補強運動 
を多く取り入れる。 

体力作りとして特に、おの力、 
腕の力、腹筋を補強する 
@瞬発力をつける運動 
例、イ、一人がしやがみ他のひ 
とりは両おでジ.ヤンプして 
飛びこしずぐ腹の下をはい 
出す。 


口、シャドウボクシング2 

人向い合い動きながら手や 
足を動かす。 



ハ、 フアイテイングアッ ク 

2人向い合って ジャンプ。 
ジャンプの頂点で胸と胸を 
合せる。 

⑥筋力を強くずる運飄 

例、ィ、ぅさぎとび、2人で向 
い合ってぅさぎとびをしな 
がら手と手を合せて相手を 
倒す。 

口、腹筋、2人一組で向い 
合って坐る相手の手首を持 
つて寝る0 

ハ、ずもぅ、 .2 人で押し合 
ミ 

二、逆立ちの腕立けんすい 
2人1組で一人が逆立ちを 
して他のひとりは逆立ちし 
た人の足を肩にかけすぐこ 
の姿勢から腕を曲げ伸ばし 
ずる。 

2、出来るだけ多くボ—ルを使 
う練習 

練習時間は限られているから、 
ひとりが 出来るだけ 多く ボ ー ルに 
さわる 様にしなければいけない。 
义出来るだけボ I ルになれる事 ひ 
とり1個少くなくとも2人こ1個 
の割合でボールを巧意する。練習 
の始めに決りきったよぅに整列、 
円になって徒手体操をしなくでも 
ボールを使って手や足を動かし、 

2人一組でボ I ルを使って体操を 
するとか(例)背と背を合せて立 
ちボールを両手で頭上で渡し次に 
両足の間から遮す。前後運動、ボ 


I ルを片手で握りまわす。整理運 
動として スロ ー ィン この練習をす 
る事も出来る。ドリブルで1が1 
の奪い合い、ボールをコロボシ走 
るパスでも二人でボールを2個3 
人で2 〜 3 個 使ってパス、キャッ 
チの練晋をする事によって視野が 
広くなる。 


3、 インタ—バル練習 

常に激しい練習と輕い練習を組 
合せなければならない。蘭合でも 
激しく動くとき、整く動くときが 
インター バルになっているから1 
日の練習中で激しくやるとき、お 
くやるとき又1週間の練習でも同 
じ様な考えてやる必要がある。 

線習でもランニングだけではな 
く、パス、フットワ I ク、コンビ 
ネーション等にもインタ I バル練 
習をする。(例〕。ハスの場合、1分 
間早いパス W 秒化み3回とか、フ 
ットヮーク W 秒化み W 秒 2 回 

4、 パスとキヤツチの重要性 

ネデフ氏に一番ぅるさく言われ 

たのがパスとキャッチである。い 
つもグランドで大声で「正しく、 
速く、強く」特に正確なパスキヤ 
ッチを要ホされた。パスキヤッチ 
に毎日かなり時間をかけて練習し 
た。 

練習も3段階にかけて 

a 基礎練習—静止した状態で 
の練晋、力を入おず里確なフオー 


ムを身につける。 

b 応用練晋—動きながらラン 
ニングを加えて早く強く。 

C 実戦的練晋—相手をつけて 
の練習試合と同じ様に、練習は3 
段階に順序を追って教えてもらい 
完全に出来なければ次に移る事が 
出来ないのではなく、実戦的練習 
をしてどぅもぅまく出来ない場合 
には応用、基礎練習にもどって練 
習をする。 

5、 デイフ H ンスの強化 

デイ フて ンスの基本的な原則を 
プレ I ャーはをまに守って ディフ 
ュンスの練習を積わことである。 
フットヮークに重点を置き毎日の 
練習でおずやった。特に注意され 
た事は両手を有効に使い両手を広 
げ上下に振るフットヮークは常に 
前後左右に動く。指導者の指示を 
見て動く (常に相手の動作を見て 
動く事)デイフュンスは決してリ 
ラックス してはいけない 。オフ H 
ンスから切りかえを出来るだけ早 
くす る ことが 常に大切である。デ 
ィフ ュンスのつめを早くする。 

6、 メジシンポールを使用(ハ 
ンドボールの大きさ重さ1相〕 

既製馬でなければいけない事は 
ない、破れて使えなくなったボ I 
ルの中にぼろきれをつめこめば、 
かなり重いものが出来る。日本人 
は特に腕力が弱いのでメジシンボ 
1ルを使って練習する必要があ 
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「ハンドボール」講読のおすすめ 

ぜひ本誌を個人でおとり下さい。 

申 しこみは 東京都渋谷区巧南町25日本ハンドボール協会 
(振替東京58348)に年額¥1,200をそえてどうぞ。 



する時であり攻撃は化憩である。』 
の言葉を齡達は今一度考える必要 
がおる。 

何かまとまりのないこと.を書い 
てしまったが、ネデフ氏の来日に 
あたり多くの人達に直接参加して 
指導を受けて戴くことを希望して 
いましたが、はじめての外国人コ 
I チの招聘で私自身何も手がっか 
ないまま終ってしまい、多くの方 
々に御迷惑をかけたことを祇面を 
かり禪語致します。 


る0 

「サ I ヵスの綱遮りでも毎日の 
練習で高等技術を身に.つける。ハ 
ンドボールも同じ事で起る。」と 
はネデフ氏の言葉である。この様 
な難しいテクニックを敷えなが 
ら、パス、キャッチは正しい姿勢 
で正確なスローを強調された。何 
か矛盾を感じるがょく考えると味 
のあることである。ボ I ルを自由 
自在に扱ってこそ、正しい正確な 
パス、.キャッチが出来る様になる 
と思う0 

ル！マニアのナショナルチーム 

の合宿の仕上げでは I 二日間パス、 
キャッチの練習で接る事もあるそ 
うである。. 

選手一人一人が基礎体力、基本 
技術を身につけディフユンス•ナ 
フユンスにおいて二人、一二人…… 
のコンビが完成されてこそ、始め 
てお人のコンビが組めれるのでは 
ないだろうか。 

"何を学んだか"と言っても同 
じハンドボールをやっているクで 
目新しい技術、線晋方法はあまり 
なかったが、世界刷覇を何度もな 

しとげたルーマニアのコーチの言 

葉だけに真実性があり、前述べた 
とおり基礎体力、基本技術の重要 
性を痛感するのである。これは余 
談ではあるが、日本ではな擊は最 
大の防禦であると古い該がある 
が、 ネデフ 氏は『防樂は I 番緊張 


歩行線習に始まり春先を思い出 
させる柔軟体操、腹筋運動、腕立 
伏せ、鬼跳等の基礎体力を選手を 
楽しませながら鍛えて行きボール 
を使っては面白いゲームをさせ、 
息をなく場を作ったりし、义やる 
時は徹底的にしぼられた感があ 
る。义ボ I ルテク-ーックの養成の 
為、片手キャッチ、バックパス 
(上•下〕等、私達日本選手が考 
えもっかないよぅな離しい、いろ 
いろなテクニックを実隙に指導を 
受け、頭の中では「こんなこと」 
と思いながらやっているうちに、 
思うところにボ I ルを投げれる様 
になった事は喜ばしいことであ 


がさらに高い段階に進むための一 
種の練習でもある。どんな実戦的 
な練習でも身につける ことの 出来 
ないものが試合の経験で得られる 
練普は試合の代わりにはならな 
い、出来るだけ多くの試合をやる 
様に強い相手との試合経験をたく 
さん積なければいけない。 

皆様方に連絡の不手際で大変栖 
迷惑をお掛け致しました事を誌面 
を借りて深くお詰び致します。 

，練習を一緒にする 
ネデフ氏 

(中央やや左より) 


一口に言ってハンドボールの初 
歩の初歩であり、お達が日頃先 
生、諸先輩方に口が酸っぱくなる 
ほど言われた、パス、キャッチと 
を理的な練晋の流れであると思 
Arso 

ーヶ月の間に多くのことを指導 
して戴く為ネデフ氏には大変なこ 
とであるが、一日兰時間を禪願い 
した。一一時間は基礎体力、基本技 
術の反復練智、残り一時間はホフ 
ユンス、.ディブ卫ンスの練習であ 
つた。そして私達の旧式の練習に 
こだわらず、ネデフ氏のスケジュ 
1ルに一巧した事が良かったと思 
う。 


る。練習したのはパス、キャッチ 
2 〜 3 m 位で正確に早く巧う。す 
ぐ輕いボ I ルでパスキャッチをく 
りかえすとか、重いボ I ルと軽い 
ボールー諸に使って。ハスする。重 
いボ I ルで片手キャッチ、チュン 
ずンパス、 etc 重いボ I ルを使う前 
に必ず補助運動で手首や肩などを 
良く動かしてから使うこと。重い 
ボールでシュ I 卜を打たない様に 
肩をこわすから。 

7、 グルー プ形式、ゲ—ム形式 
の練習 

3 人、 4 人、とグル ー プを作って 

パス、ボールヵット•ディフェン 
ス練習、サッヵー、バスケット、 
ホッケー、ラクビ等をやり体をな 
らしながら基本技術や基本戦術の 
練晋を兼る事がお来る。ゥホ I ミ 
ングアップの一環としで特にやる 
事が多い。 

8、 特に男ホの練習方法は同じ 
である。 

強いて言えば女子の場合には足 
の力、腕の力、腹筋瞬発力にかけ 
ているのでこの点を主眼に置いて 
練習して巧くべきだ。' ランニング 
の時に出来るだけスタンスを広く 
して走る様に注意を受けた。 

最後に練智と試合は出来るだけ 
並行して行う様に試合.の中から何 
を練晋しなければならないかを見 
つけまた練習でのお術がどれだけ、 
試合に出来るか、义試合そのもの 


大崎電気男子監督 れ野奉 
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甥子） 

試 

勝 

分 

敗 

得失 

勝点 

ハンガリー 

3 

3 

0 

0 

68:45 

6 

0 

ルーマニア 

3 

2 

0 

1 

62:50 

4 

2 

•3^ コ* 

3 

1 

0 

2 

59:58 

2 

4 

ブルポリア 

3 

0 

0 

3 

48:84 

0 

6 

(女子） 








ルーマニア 

3 

2 

,1 

0 

38:22 

5 

王 

ユー ゴー 

3 

1 

2 

0 

28:15 

4 

2 

ブルポリア 

3 

1 

0 

2 

15:43 

2 

4 

ハ ンガリー 

3 

0 

1 

2 

23:25 

1 

5 


富にあるョ ー ロッパ諸国を実にぅ 
らやましく思ぅのは筆者一人では 
をるまい0 


ハンガリ I 球界 
_九六八年 

ここは男子 W チーム、女子；2；チ 
]ムによって、春から秋にかけて 
の二回戦制の国内り—ダをななっ 
ている。各チ I ム挑試合を行い、 
優勝を争ぅといぅ形をとってい 
る0 

がり返し点では、常滕、ホンブ 
ット•ブタペストが U 勝1分1敗 
の好成績で男子のトップにたって 
いる。二位のベ I レー•メテオー 
ル•ブタペストが 8勝！々4放、 

二一位のバニャスズ.ぺスシがやは 

8勝1か4欺と差が大きく聞いて 


東ドイシの肢撃をょく押ぶえた 
ダイナモ•ブカレストのキ I パ I 
ぺヌと 一人良く 7点をあげ、 ダイ 
ナモ•ブカレストに滕利をもたら 
す原載力となったリスがこの試合 
の立役者であった。 

ダイナモ ダイナモ 


いるので、今シーズンも男子は名 
巧、ホンブット.ブタペストが栄 
冠を掌中にずる可能をがきわめて 
強い。男子；^チームの内容は現在 
ホンブット•ブタペスト、ベーレ 
1ス •メラ オル•ブタペスト、バ 
ニヤスズ•ぺスシ、ドズナ.ケジ 
ユぺスチ、 ETO •ギヨリ、テク 
ス タイ レス•ギヨリ、エレクト 
ロ モス•ブタペスト、 TFSE ' 
ブタペスト、スパルタクス•ブタ 
ペスト、バザス.ブタペスト、ス 
セペル•ブタペスト、ドズナ.ぺ 
スシ 、コ ハス•ホジ I 、クセー メ 
I ル • KC となっていて、ブタぺ 
ストのチームが多いことが注目さ 
れる。 

女子は現在のところ.ヘレンスバ 
ロー ス’ブタペストがじ勝1か、 

バザス•ベスップレミが U 勝1分 
1敗で激しく首位を争っている。 

女子のチームは前記2チームの 
ほかにコハス•ホジ]、ぺスシ • 
バニヤスズ、テクス タイ レス•ギ 
ヨエリ、 バザス-ブタペスト、ス 
パルタクス•ブタペスト、スセぺ 

ル■ブタペスト、 TFSE •ブタ 
ペスト、ケテート•ベケスククサ 
バイ、 BGSC •ブタペスト、ポ 
スタス•ブタペスト、 E T 〇 •ギ 
ヨ里リ、ベ]レ I ス•メテホル* 
ブタペストしある。 

これを見ても男女両チームとも 
国 巧リーグ入りしでいる一流 クラ 
ブが多いことが眼につく。 


親善が男子は 

ハンガリー 
女子は 

ルーマニア 

これは；3ホから55才の選手にょ 
つて争われるもので、ハンガリ— 
ルーマニア、ユーゴースラビア、 

ブルガリアの東欧四ヶ国が参加し 
て、 本年は男子は西ハンガリ I の 
モゾンマジャーロバルトで、女子 
は 東 ハンガリーのべヶクサバで試 
合が巧なわれた。どちらもリーグ 
戦で巧なわれた。 

結果はかの通り 
ル I マ-ーア 


ュ I ゴ1ス 
ラビア 


ハンガリー 
ユーゴース 
ラビア 

ハンボリー 
ルーマニア 
ハンガリー 
ハンボリ- 


ブ ルボ リア 
ブルガリア 


2 —2 
3 1 

5 8 

2 玉 

で巧 

7 18 
2 1 

〇 18 
2 1 

，とル]マニアはぼほ 


ルーマニア 

ブルガリア 

ュ—ゴ]ス 
ラビア 


同じ力を示したが、わずかにハン 
ボリーがルーマニアを押え優勝し 
た。 

ユ I ゴースラビアもハンガリー 
ル I マニアに勝るとも劣らない力 
をもっていたが、今一つの力不お 
で S 位におわった。 

ブルガリアはちょっと力がおち 
るようであった0 

女子の結果はがの通り、 


ブルガリァ 
ユ1ゴース 
ラビア 
ユ 1 ゴ 1 ス 
ラビア 

ルーマ..ニア 
ル！マニア 

ハンガリ J 


ハンガリ^— 
ルーマニア 

ブルガリア 

ハンガリー 

ブルガリア 


(引分〕 

で2 

U ム 

U—6 

7 17 ユ I 'コ1 ス 

(引分〕ラビア. 

騰ったり、負けたり、引きかけ 
たりで、全くどこが勝つか判らな 
い展開となった。ハンガリーが力 
を持ちながら、ブルガリアにとり 
こぼずといぅ大きな番狂せがあ 
り、無事にハンガリー戰とユーゴ 
] スラ ビア戦を戦いぬいたル ーマ 
一ーアの優勝と.なった。 

数年後にはナショナルチ I ムの 
一員になるであろぅこれら若い力 
の対戦にはずこぶる興味があると 
同時に、我が国の高お生諸君にも . 
こ M :^した搶舞台が作られることが 
一日も早い ことを 望みたい。 

こういった形の大会、 ジュニア 
.ナショナルの大会、ナショナル 
チーム同±の斗いと各種大会が豊 



ダイナモ•ブカレスト 
ダイナモ•ベルリン 
を敗る\‘ 

——まべルリン—— 

過日、東ベルリンで行なわれた 
7人制ハンドボールの試入口で、ル 
1マニアの強チーム、ダイナモ* 
ブカレストと 東ドイツの トップチ 
]ム、ダイナモ•ベルリンががし 
た。両チームとも世界的に名の知 
られた強豪チ I ムである。 

試合は親善試合として行なわれ 
た。 

ルーマニアのブカレストが快調 

に最初からとばして、リ I ドを奪 
い前半は WI 7 とり I ドしたが、 
東ドイッのダイナモは後半良く追 
いこんだが、ゴールキ I パ]、ぺ 
ヌの活躍があり、ついに及ばなか 
つた0 
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ユ—ゴスラビアで 
第 W 回国際 
シンポジューム 

アドリア海に臨むトロジールで 
IHF の後援によるハンドボ I ル 
コ！チのための第 W 回国際シンポ 
ジュ ー ムが 7 月 W 日からの日まで 
の W 日間斤なわれた。 

W ヶ国から、 176 人の多数の 
参加者を迎えた。 

参加者の内訳はホーストリアか 
ら 4 人、ベルギ ー から 8 人、ソ連か 
ら日ん、オランダから 9 人、クウ 
卫 イトから 4 人、レバノンから 2 
人、西ドイツから 5 人、ポーラン 
ドから 3 人、ポルトガルから 6 人、 
ルーマニアから2人、シリアから 
1 人、.チュコスロバキアから 4 人 
スイスからお人、エジプトから 4 
人、チュニジアから 3 人、ユ I ゴ 
]スラビアからの人であった。 

内容は 7 人制ハンドボ I ルにつ 
いであり、発表と討論が巧なわれ 
た。主な諾表者はベ I ドリッヒ • 

ケ！ ニツヒ(チ卫コ〕、クドリマ 

イ•イオシフ 教授、 シルブ •ディ 
ミト I ル 教授 (どちらもルーマこ 
ア y ジ H ルジィ•ティル(ポー 
ランド)、ビリム■テイシク、プ 
ラド•ステンツ卫ル(どちらもュ 
1ゴースラビア〕であった0 

これによつで、 W 回の回を過ぎ 
て、？：；ケ 国、 14 日 2 人のコ ーチ 


が受講し、討論をしたことになっ 
た0 

これを記念し，て、 トロ ジール杯 
とトロジール選手権が行なわれ、 
前者は〇 • B •ユーゴ I スラビア 

が アミ シティア•スイスを 6 - 3 

で敗り、後者では、反 K •ス プリ 
ットが RS •ユーゴ'—スラビアを 
6—5 で破り、それぞれ優勝を飾 
。た。 

このシンポジュームの参加者は 
船で楽しい日を送った。 

別れる時に参加者は口々に「ま 
た来年あおぅ」と云って、别れて 
ぃった0 

ソ連が優隙/ 

I タスマジヤン杯— 

伝統もできあがった タス マジ ャ 
ンがは第4回世巧女子還手権の前 
哨戦をかわていたので、巧ホにな 
く多くの国々からの参加が見られ 
た。7月に巧なわれているので、 
世界運手権は學巧の予定であった 
ので、ソ連、 ユーゴースラ ビア A 
■ B 2 チ—ム 、東 ドイツ、 ル1マ 
ニア、 ハンガリ—、チ卫コスロバ 

キア、デンヴ I クのセケ国八チ I 
ムが参加した。 

大会は4つづつ一ーグル I プにわ 
けでの*?^勝リ1グ、そのあと5 
〜 8 化リ I グと決勝りーグといぅ 
形で行なわれた。 

A グル I プ 

ソ 連 U ムハンボリ1 


ル I マニア 


ューゴ I B 


ハンガリ I 巧—— U ユ I ゴー B 
ル I マニアじ 1 8 ハン ボリ1 
4 —4 ル^ —マニ 


ソ 


連9~ 

.(決勝リーグに適用〕 


ア 


ソ 連じ—了 ゴ 1 B 
①ソ連3 勝、 ⑩ルーマニア2 勝 1 
敗(拭上決勝りーダへ)、感ハン 
ガリ11勝2敗、® ユー ゴー スラ 
ビア B 3 敗 

ソ連が圧倒的な力でこのリーダ 
をを勝した。ル I マニアはソ連の 
試合に敗れ、やや力が落ちている 
ことを感じさせた。ハンガリーは 
チャンピホンチームの面目を保て 
なかった。 


B グル I プ 


チェコ 


チェコと引き分けた東ドィツ.がこ 
れに続いた。 

5 18 ぶリ ー グ 
ハンガリー 7 —6 
デンマーク 
ハンボリ 1 U 1 9 
チュコ W —7 


ハンガリ ー. 




東ドイツ 
デンマ I ク 
デンマ I ク 

チェコ 
デンマ^ —ク 


t - -7 

ユーゴー A W —7 
東ドィツ ロ— 9 
ユ—ゴ1 A 巧—8 
.チてコ UI 5 

ゴ — u (：^ u ) u 東ドィッ 

(分、決勝リ I グに適用) 

①ユ I ゴースラビア A 2 勝 1 分 
⑤東ドィッ1勝2分(拭上決勝リ 
1グへ)、③チユコ1勝1敗1分、 
感 デンマーク 3 败 

現在の女子球界のトップレベル 
の 3 チームの激突となった。わず 
かにチュコを前半の有利さをその 
まま保つで破ったューゴ 1 A が卜 
ップで決勝リ I グに、ュ f ゴ I A 、 


チエコ 

ユーゴー B 
デンマーク 
ユーゴ IB 
ユーゴ I B 、チ 

ュコ-デンマークの2試合は準 

決勝リ1グの成績を適巧 

五位、ハンガリー、六位チ H コ 
スロバキア、セ位デンマーク、八 
をユーゴ I スラビア B 

ユーゴ I スラビア B が八位にな 
つたとは云え、大健斗をした。こ 
のチ！ムは平均年今十セ•五ホと 
いぅのだから将来恐るべき存在と 
云えよぅ0 

決勝リーグ 


ソ連巧0：; 

ユ I ゴー へ7 - 
A ) 


) u 東ドィツ 


乃 u )8 マニ 


まドイツ巧~ 


連 U 


二—： 

言—6 )3 ューゴ I 


严日 I 


A 


順位岳ソビエト連那2勝1か 

二位ユーゴ I スラビア A 1勝2分 
S 位東ドィツ1勝1败1分、四位 

ルーマ こ ア3敗 

現在の女子球巧の トップレベル 
はソ連、東 ドイツ、ュ I ゴーとい 
う定評であったが、まさにそれが 
裏づけられた。その化の請国はや 


や力がおちるのが実情である。 

ユ—ゴ I 強し 
A • B で-、二位 
—ザグレブ杯 ， r 

男子ザグレブがも日ゲ国から6 
チームが集り、ユーゴ I が AB 両 
チームとも4勝1敗となり、得失 
点差で7点勝る A チームが優勝し 
た。 

ユ J ゴ （ A が1巧ハンガリー 
ルーマニア巧 IU ソ連 
'ル I マニア別ポ] ランド 
ユ]ゴ ー B の 一 W ポーランド 
ユーゴ ー A U — M ソ連 
ユーゴ IB の—巧(ンガリ— 
ポーランド の —U ソ連 
ハンガリー巧 I U ルーマニア 
ユ1ゴ — B W — W ユ-ゴ ！ A 

ユーゴ！5 WIM ソ連 
， 3 13 

ハン ヵリ] 15^ ポ I ランド 
ユ I ゴ ー A 圳—別ポーランド 
ソ 連 け—；2;ハンガリー 
ル1マニア巧ムユ1ゴ — B 
ユ‘ I ゴ IA ル—マニア 
のユ1ゴ] A 、 @ユ—ゴ — B (と 
もに4聴1放、®ル I マニア3勝 
2敗、®ポーランド1勝3放1分 
® ハンボリー1勝3敗1分(得失 
点差、⑥ソ連1勝4敗 

ユーゴ I A • B 両チームが.強さ 
を発禪して優勝した^ 
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-フランスの技術研究（巧）一一 

相手の出方に巧応ナる変化を 

訳.藤 本 強 

(曰ネ協会常お理事) 


例2 (2 図参照〕 

4人の選手をエリアラインに入 
れた準備段階の場を 

A 3 がボールを持ち、 A 2 が D 
1と D 2 の間に入り、準備はとと 



のぅ。この時 A 3 と A 1 は逆サ 
イドに起ることが条件である。 

A 1は A 3からボールを受けと 
ると ずぐに D 1 をめがけて走り、 
ずぐに斜に中央に向って走る 。 D 



前回に弓きつづき、今回もな攀 
フォーメーシヨンの実隙例をいく 
つか図示しながら紹介していく。 

再兰、強調しているように、こ 
れらはあくまでも例であって、こ 
れをそのまま.使用できるチームは 
ほとんどないといっていいほどで 
ある。 

各チ J ムの特色にあわせて、そ 
れぞれ変化させる ことがハンドボ 
1ルにおいては肝、むである。 

先日、来日したル I マ ニ アの コ 
—チ、 ネ デフ巧 も 強調していたよ 
弓に、ハンドボールにおいては、 
そのチーム、その個人個人にあっ 
たフォ^— メ ー シヨンを作り出ずの 
が一番である。ここで示すのは、 
オーソ ドックス にどのような方法 
が考えられるかとい うこと であり 
各チ—ムのフォト メ —シヨンのヒ 
ントといった性格のものと理解し 
てもらえばない。 

例 1 (1 郵 参照) 

左サイドに4人を置く準備段階 
からの攻撃 

右サイドの A 1 は左に向って'、 
スター トを きる。これと 同時に A 
2は左に スタ—卜を きって、右サ 
イドのディフユンス D 1 と D 2 を 
ひきつけておく。それぞれに フて 
イントをかけてから スタ I 卜ずる 
のは云うまでもない。 A 4 は D 4 
をひきつけておく。 A 1 のスタ I 
卜を見て、 A 5 は 一度フェイント 
をかけてから右に動く。 A 1 が D 


4 を ブロックした 瞬間に A 5 はノ 
—マ I ク になり、 A 3 からのボ 1 
ルで得点ずる。 A 3、 A 4 はカバ 
] に入れるよぅに次のスタ I 卜を 
考える。 
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2 は A 1 のこの動きによって、動 
かざるを得ない。結果的には 
フリ I となる。 

A 2 は向きをかえ、 A 3 からの 
バック パスを受け、倒れこみシユ 
I 卜を行なう。この時右サイドと 
左サイドの選手はそれぞれのマ I 
クを自分にひきつけておく。また 
A 4 は必ず右サイドに向って走り 
A 1、 A 2 へマ I クボ向かわない 
ようにずる。 もし、 A 2 があかな 
いならば、必ずどこかの位置が ノ 
I マ1クになっている當である〇 

例3 ( 第3図、第4図参照) 

2 ■ 4 ディフ H ンスにがするフ 
才 1 メ I シヨン 

3図、 4 図は1つの フォ I メ I 
シヨンのバリエ I シヨンとしてと 
らえることが必要である。ハンド 
ボールのフォーメーシヨンはこの 
ようにバリユ—シヨンのあること 
が、またバ y H I シヨンを時に応 
じて使いわけることがもっとも大 
切なことである。一つの攻撃ボマ 
I クされたならば次の手がうてる 
ことこれが大きな特長である。そ 
のように フォ^ — メーシヨンを理解 
しなければならないし、そのよう 
に組まなければならない。 

A 1 は D 2 をブロックに入り、 
A 2 は左にフ卫イントをかけ、つ 
いで右に進み、 A 3 からパスをも 
らう。これが基本になる。これが 
失敗した場なには、次のような変 
化をすることができる。 


第1の場合 

A1 をマータしていた D1 が A 
2に向って、マ I クにいった場合 
には、 D 2 は A 2 をマ I クするの 
が役目であるのだから、 D 2 は A 
2についている 〇ブロックに 入っ 
た A 1 はずぐにそれをはずして、 
エリアラインに向っで進み、 A 2 
からボ I ルを叟け、シユ I 卜する。 
第2の場含 

もし、 A1 が D2 のブロックを 
左側に入れで出来なかった場合に 
は、 D 1 と D 2 はチてンジ をし、 
バックはくずれない。その時には 
A4 が D3 のブロックに 入り、 A 
3に再びパスをかえし、 A 2 がノ 
—マ I クとなる 0 

いずれの場なでも、準備段階に 
十分に左右のサイドにディフェン 
スを拡げておくことが必要となる 
のは云ぅまでもない。 

，阿 4 ( 第 5 図参照) 

多くのバックを動かし、得点に 
結びつけるフォー メーシヨン 
基本的には A 1 ボ D 1 と D 2 の 
間に入り、どちらにもマークさ 
せ、バックを引きつけることから 
これは始まる。 . 

A 3 がボ I ルをもち、 A 2 にパ 
スをする。 A 2 はあいている中央 
に向い動く。 D 4 はつかざるを搏 
ない。 A 4 は左に進路をかえなが 
ら走る。これはバックから少しで 
も遠くということと、最終的なシ 



ュートがかしでも中央よりからと 
の二つの配慮から左^よる。 D 5 
は A 4 をマーク、同様に A 5 も左 
よりに入っていく。 D 6 がマーク 
この結果、 A 6 がノ I マークにな 
るといぅもっとも単親な形をとっ 
ている〇もちろん、 A 2、 A 3、 
A 4、 A 日でシュートチャンスが 
あれば必ず打つ。これが銳則とな 
るのは云ぅまでもない。 

剧5 ( 目図〜9図参照)’ 

3 • CO の攻擊フォ1メ —ション 
からのもっとも基本的な戦術 

ポストに入った還手は左サイド 
と次の選手の間に入りこむ。一つ 
の例として、基本的な戦術とディ 
フてンスの対応の基礎を見ていこ 
う。 

第1 ( 第目図〕 

ディフンスの中央後部のもの 
が位置をほとんどかえていないな 



らば、また ボ！ ルを アタックにこ 
ないならば、 ロングな いし、 ミド 
ルシユ—卜が】発で決る0 

第2 ( 第7図) 

ディフ H ンス後部中央の位置が 
変化なく、ボールアタックに出て 
くる場合には、パスをポストもし 
くはサイドに通し、シユ—卜させ 
る0 

第3 ( 第8図〕 

ディ フ H ンス中央が左により、 
ボール保持者に巧して、ディ フエ 
ンスがややアタックに出て.る場 
合には、すばやいパスを左から右 
にふり、陣形がととのわないぅち 
に、右サイドで勝負する。このパ 
スがおそいと、.'デ^す H ンスが新 
がな攻撃に対して、陣形をととの 
えてしまう ので、すばやいパスを 
送らないとな擊の糸口はなくなつ 
てしまう。 



より、ボール所有者に対して完全 
にアタックに出てくる場合には、 
右サイドのディフ H ンスが淳き気 
味の時には、.左サイドは中央に向 
つて、ダッシュをする。これにパ 
スを入れるか、ディフてンスの動 
きしだいでは、ポストにパスを入 
れる。どちらかがノ I マーク にな 
る0 

拟上のよぅに相手の ディフ H ン 
スの出方でいく通りにも変化する 
のがハンドボールの フォ I メ I シ 
ョンの特長である。しかも多くの 
バリ H !ションを常に練習し、相 
手の出方に対応し、チいム全員が 
すぐに次の姐置に移れるよぅにな 
つていることがお要である。習慣 
にまでするのが望ましい。 
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ハンドボールの步み （ 第 7 回> 


——世巧選手権編⑦—— 

曰本初の一勝 





+ 1)、 四化アラブ連合 3 敗 
2 勝 1 放同女の一二つ田、アィ义 
ランドがスウ H I デンを破つたと 
いぅのは大ニユ I スであろぅ。し 
かし、得失点差でスウ H1 デン、 
ハンガリーが準決勝リーダに進出 
することになった。 

予選りーダ C 組(プラーグ) 

チ卫コ SIW フランス 
デンマークスイス 

スイス巧ムフランス 
チ。。文：； u)u パンマー 
(準決勝リーダへ適用) 

デンマークが — 巧フランス 
チ卫コ W ムスイス 
一なチてコ3勝、二位デンマ 
1 ク 2 勝 1 が、一二位スイス 1 滕 2 
敗、四位 フランス 3敗 

チ H コが強みを発揮し、この組 
のトップ、デンマ I クボこれに続 
いた。スイス•フランスはこれら 
両チ I ムに比べるとかなり差が見 
られる。 

予選り—グ D 組(パルドビス) 
マー ー又。 s)w V 連 

(準決勝り—グへ適用) 

日本又：：：則ぶぃルゥェ 

ル 1 マニアノルウエ 1 

ソ a 又面 u)s 日本 
ノルウ H1.U—U ソ 連 
ル1マこ6 ——7 ^2 3. お 
ア 至州—5 Y 日ホ 

一位ルーマ，ーア3滕、一岳 


n ぶ日ホ 


ステ) 

西ドィッ又。^ぶュ1ゴ— 
(決勝リ I ダに適用) 

東ドイツ 目 アメリカ 
ユ I ゴーの一^3 アメリカ 
西ドイツじ IW 東ドイツ 
東ドイツ ユ I ゴ！ 
西ドイツ 別 IU アメリカ 
一位西ドイツ 2勝1 分 二位 ユ 
1 ゴ . — 1勝2 か三位東ドイ.ツ 
1勝1分1敗、四位 ァメリカ 
3 放 

西ドイツ、東ドイツ、ユ1 ゴ！ 
の差は全く紙一重、西ドイツ戦で 
わずかに劣った東ドイツが非運に 
も、決勝リーグに進出できなかっ 
た〇東ドイツは第6回大会でも同 
様についていないことがあった。 

予選リーグ B 組(ブラティスラ 
バ) 

スウて1 ハン ガリ 

デン 1 て14;8 1 
(決勝リーダに適用〕 

^イスラン W —8 アラブ連合 

ハンボリ^— W I 9 スラブ連合 

アイスラン 2 ひスウエーデ 
ド 1 1 ン 

ハン ガリ 1 U ムけィス-フン 

バゥユ—デで U ァラブ連合 
一化スエーデン 2勝1敗 (得；^ 
失別.、 + W )、 二位 ハンボリ 12 
勝1敗(得が失加、 + U )、 S 位 
アイスランド 2臟1敗(得邮失則 


第5回世界男子7人制ハンドボ 
1 ル邁手権大会の本大会は19目 
4年3月6日から巧日までチ H コ 

ろ- ncr> zf こ〇 

で屏力わん 

この大会の申しこみはがヶ国あ 
り、うち8ヶ国が予選なしで本大 
会に出場できることになった。幸 
い我が围もこの8ヶ国の中に入る 
ことができた。予選なしの出場国 
は、前回の一.、】1、 S 位のルーマ 
ニア、チユコ、スウユーデン、四 

化のドィツが東西に別れて本大会 
から出播ずるので、.東西ドイツ、 
五位のデンマーク、六位のアイス 
ランドということになり、他の W 
ヶ国は平運を巧なうことになっ 
た。予運は一一回戦方式で巧なわれ 
た〇ソ連—フィンランド、スイス 
I ルクセンブルグ、ハンガリ—— 
ポ—ランド、 ユーゴ11 ホ—スト 
ん一、ノルウエ— —ホランダ、 
フランス—スペイン、米国—カナ 
ダ(上に書いたチームが本大会に 
.出場。)アラブ連合—シリアの勝者 
巧セネガルー象す海岸の勝者(ア 
ラブ連合が出場〕 

本大会は：5チーム参加でまず4 
グル I プの予選リ~ダ、このうち 
上を2チ I ムをとって、2グルー 
プ4チームずつによる準決勝リ I 
グ、この1、2、3、4位同 - H に 
よる1、3、日、7化決定戦とい 
う形ボとられた0 

予還リーグ A 組(ゴットヮルド 
フもしくなウェルスケ•フラドィ 





J 釣鐘工業株ま会辞皿 


否咖抑 


旧本 ハン ド ボール 協を公認, 

: ThlUFIM 。一 


活躍でスゥ1デンをふりきっ 
た。モーゼルはこの大会のリーデ 
ィングゲッタ I になった。 

一位ルーマニア 
二位スウて1デン 
一一一位チ H コ 
四位西ドィッ 
五位ソ連 
六位ユ I ゴ！ 

セ位デンマーク 
八化ハンボリ I 

I ク 

勝 アル ヶアスク 
優 ルレィゼトアタレネブス 
ア ドル I ナデ ステバコぺ 
二ーレタグモフノコナイヤポ 



ル—マニアチ I ム 


プ戦であった。 

た位決定戦 

デンマ — 3 /"8 —34 ハンガリ 

ク 2 症 1 8 J 1 1 

デンマ I ク はやつとハン ボリ I 
をくだして、 7 化の座を勝ちとっ 
た0 

ぶ位決定戦 

ソ連叉丽 U ぶューゴ I 

キーパー、ジマルの活躍で、ソ 
連は五位の座を獲得した。この試 
合、ユ I ゴーのエースザグメスタ 
I は徹底的にマ I クされ、十分な 
活躍を見せなかった。(その後、 
ザダメスターは西ドィツのゾーリ 
ンゲン W に籍を置き、最近また帰 
国して、ユーゴの一員として活躍 
している〕0 . 

S 位決定戦 

チ H コの巧西ドィツ 

チてコの勝利は対戦前から、 
確定しているょぅなものであっ 
た。前半ややせったが、渡半チ H 
コは大量得点をぅばい、楽勝し 
だ。 

一位決定戦 

ル I マニ一2 スゥ ュ1 
ア . テン 
戦前の予想では、ルーマニアの 
楽勝が期待されていたが、 スゥ ュ 
デンの喧い下りで戦はかなりもつ 
れた。前半はル]マニアのぺ一 
ス、スウてー デンが追いつく、 ま 
た離すといった調子で、 ナト 、の 


1敗1分(得が、失 ST 14)、 
四位ハンガリ II 勝2欺 
実に複雜な星争いとなった。一 
つにはこのグル I プには、絶おの 
力をもつチームがいないことも原 
因でおろぅ。どっちかといえば、 
I 組に比べると力の劣るチームが 
集っている撒のある I 組である。 
準決勝りー グ n 組 (プラハ) 

チュ。茲 U ) 巧.ソ 《 

ル 1 マこ 5 ——7 ''^目 デンマ 1 
ア 2好— 8 yl ク 

ソ連 為 N 省 バンマ— 

八1: w 巧 U ) 巧チェコ 

一位ルー マこア3 勝、二位 チ 
H コ2勝1が、一二 位ソ連 1勝2 
放、四位 デンマ—ク3 が 

ルーマこア 、チェコの両優勝候 
補の激突がこの組のぶ物、これは 
事実上の決勝戦勒外の何救でもな 
い。前回の優勝はやや フロック 的 
に見られていたル—マニアであっ 
たが、今回は堂々とチュコとボッ 
プリ四つに組んで、主砲モーゼル 
を押した てて、 チ Hn を圧倒した 
もっとも、 ルーマニアの聴ちは危 
い綱渡り的に タィム アップを狙っ 
たフシはあったにしても、堂々た 
る勝ちで、今回優勝を決めたとい 
つても過言ではあるまい。チてコ 
ソ連と もに力はきわめて接近して 
いた。かっての一方の雄デンマ I 
クの调落ぶりが眼をひいたグルー 


ソ連1勝2敗(得的、失抓、+ 
S )、 S 位 ノルウて 11 勝2放 
(得的、失が、- W )、 四化日本 
1勝2敗(得 W 、 失 W 1 W ) 
日本は 1® を挙げたものの、ソ 
連、ルーマニアに大差で負けたた 
め、四位におわった。 

ルーマニアは前回のチャンピォ 
ンチ^ —ムらしい堂々たる勝ちぶり 
で起った。ソ連との一戦.、前半リ 
—ドされて、ハツとしたが後半も 
り返して、爭なきを得た。 

準決勝リ ー グ I 組(プラハ) 

i ンボリ3折 u ) s 西ドイツ 

か r J ( l おご—ゴ— 

ユ1ゴ-巧ーン T 

西ドィッ某 u )8 か r — 
一位スウて ー デン 2勝1敗、二 
位西ドイツ1勝1か1敗(得が 
失？3、十4)、一一一位 ユ I ゴ 11勝 
ソ連——^チェ n ‘ 
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サービス部 

おを区新宿 2 T 因をお前 

し TE し （340297 目.1016 


望月運動用县 KK 

来涼:考ら皇旧区機川お4 了茵反 
T 巳しホ所 （622)0 ヴ斗尽 


昭和が年おの各都道府県别登録 
チ I ム数がず月9日現在で日本協 
会から発表された。 

これにょると全国の登録チ I ム 
数は一四 ST ハになつている。かな 
りののび方ということが云えるで 

あ5<^う。 

一般男子チ]ムは一二一二一二とかな 
りの教になつている。一般か子は 
丄ハ八と男子に比べると‘淋しい。’ 

教員男子は S 八チームになつて 
いる。 

高披男子は六一二、同女子は一二 
九五、両者合せると、1〇〇セと 
1〇〇〇の大台をこえている。関 
係者の努力の賜である。 

一方登録用紙をあたつてみると 
新規チ I ムは非常に多く、 I 二百近 
い数であつたが、それがそのまま 
増加に結びつかないのは、登録を 
とりやめたり、あるいは解散して 
しまつたチームがあつたりで、差 
し引きするとこのょうな結果にな 
つてしまうのは、残念なことであ 
る0 

こういつた消えていつたチ I ム 
の中には、高校チームもいくつか 
は見られるが、もつとも眼につく 
のは、クラブチ I ムの消長であ 
る0 

現在、クラブチームの置かれて 
いる状況は非常に悪い。 

練習時間、が政面ともに四苦八 
苦の状況であり、それぞれの選手 
にかなりの熱があっても、なかな 


かチームとしてまとまつていかな 
いのが実情のよぅである。 

地域を単位としたクラブでほと 
んどチームが作られているョーロ 
ッパ諸国との大きな違いがここに 
見られる。 

経済上、時間的な問題がお決さ 
れ、クラブでそれぞれの選手が十 
二分に活躍できるよぅな、ヵネと 
ヒマのもてる時代がくることが切 
望される。 

高校チ I ムが多数を占めている 
のは、もちろん高体連関係者の努 
力の賜であることは確かなのだが 
これら高校チ I ムの選手だった人 


々がそのまま、ゲームを離れてし 
まうことは誠に残念なことであ 
る0 

各チ—ム巧輪にみても、毎年日 
人の運手はあることだろうから、 
ーモチ I ムで、毎年五モ人のプレ 
—を自分自身でした人々が社会に 
送り出されている訳である。 

その人達で続けてプレーしてい 
るのはごくか数でしかない。底辺 
の普及という点で誠にもったいな 
いことでおる。一〇年たてば五萬 
人の人が送り出されることになる 
ではないか。これらの人とハンド 
ボールとの関係がプッツリという 


のでは、余りにもったいない。な 
んとか関係をつなぐような工夫を 
しなくてはなるまい。カネとヒマ 
などといってはいられない。 

ずでに本誌にも、田中滋章氏が 
よせられたようなチ^^ム作りが、 
各地で具体的に進められるべきで 
あろう。 

各地のチーム作りの苦ム談、あ 
るいはこのよミにしてチ I ムを作 
ったというような話を本誌にどん 
どんよせて欲しいと考える。 

こういった点で本誌がいささか 
でも読者のお被にたてばと思って 
いる。 


それとともに、女子球界、教員 
界のょり一層の拡充も望みたい。 

一般男子球界のチ I ム数の増加 
はいもぢるしいものがあるので、 
ょり一層その感を強くする。 

社会の情勢、ハンドボール巧の 
情勢等、チ I ムが増加しにくい情 
況は.あろぅか、年々送り出されて 
いる選手がそのままになってしま 
ぅはいかにも残念である。 

普及のトップを巧く教員界につ 
いては、自らも選手であることは 
多いに普及という面でも役だつで 
あろう。 

企酉委で検計中の教育系大学離 


が実現され、年々拡充され、教員 
チームが編成されていない運手層 
をなんらかの形で参加できるよう 
な形にもっていってもらいたいも 
のである。 . 

女子球界では、中四周•九州に 
チームがかないことはいかにも残 
念である。中四国、九州地区とい 
えば、高校チームに優秀チームが 
多いことはすでに知られていると 
ころである。 

これらの選手の多くの活躍でき 
る場がないということはいかにも 
残念なことである。 

いろいろ西難なが况はあろうが 
なんとかチ I ムを編成し、より多 
く人間がより多くの期間、ハンド 
ボ、1ル違手として活躍できるよう 
になってほしい。 

底ぶが拡大すること、競技人口 
が増えることは、日本リ t グある 
いは各種大会の支持層をも増すこ 
とになり、ま定した大会運営を可 
能にすることになり、ハンドボ I 
ル界の一つの県案事項を解決ずる 
道にもつながってこよう。 

底'辺の拡大•トップレベルの向 
上、これは車の両輪のように、相 
ともなって進む性格のものである 
ので、各チ I ムの経験、その他チ 
I ム作りの具体策などをどしどし 
投書して、各チ I ムの体験を全国 
で生かせるようにしてほしいと考 
える。読書諸兄の積極的な投書を. 
待ちます 。 (TS . F 一 
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ミシンはマークで 

お選び下さい 



HZD — 9 5 6 m 

ダイカスト.フルオートジグザグ 


■ i 巧京重*基ェ荣觀式台苗：！: 

本社工場東京都調ホ巿国領町8下目2番地ノ1電話 （480) 1111番(大代表) 









全曰本大会’へ読者の意見 




■m 


前号の問題点シリ I ズで " I 
全日本大会の再横討"を報じ、 
たところ読をのかたがたから 
巧通の投稿が寄せられた。 

いずれもユニークな意見ば 
かりだが、編集部ではこの5 
ちの九つ意見を御紹介するこ 
とにした。 


シーズン制確立が急務 

全日本各大会の再検討が進めら 
れているそうだが、急務はむしろ 
ザシ I ズン 制の確立"にある。 

七人制一本化によって、年中の 
べつまくなしに大きな大会があり 
どこがピークなのか判らない。 

外国チームの来日がひんぱんに 
なるようだとまずますこの傾向は 
強まるだろう0 

おの考えとしては®4月から U 
月、⑩ 9 月から 1 月の二つだと思 
Ano 

感にプラス8月の インタ—. ハ 
ィ、全日本教職員というのがよい 
のではなかろうか。 

そうなれば必然的にを日本は給 
合と選抜のうち摇合が残されよう 

1月中旬に全日本選手権を開く 
のが理想的である。 

(愛知小池重治〕 

室内は日本リ I グだけに 

スポ I ッはやはり青空の下でや 
るべきであり、いかにわ人制一本 


化とはいえ、日本のハンドボール 
シ I ズンは 8 月を頂点に編成され 
るべきだ。それ故にかおは現一打の 
を日本選手権の配置にまったく異 
議はなく、手なおしの結果は「改 
悪」になると思う0 

しかし、ハン ドボ ールの一般へ 
の P 反は欠くことの出来ぬもので 
あり、 そのためには 日本 リ I ダを 
U 〜じ月に一竹ったら どうか。 

男子の場合、実力のある学生勢 
の参加が問題だが、.秋のリ I ダの 
結果によって関東2、関西1、地 
方1の4大学によってまず日本学 
生違拔リ！グを行い上位2校を決 
め、一方実業团(全日本実業团選 
手権優勝者)、.教員(全日本教職 
員選手権授勝チーム)、一般(国 
体一股男モ優勝义は2化チ》ム) 

の3者に よる リーグを巧い1位を 
決め学生2者を加えての日本リー 
グ.を巧うのだ。 

学生側を東日本で、社会人側を 
西日本で巧い隔年ごとにその開懼 
地を変え、日本リーグは東京に固 
定したらよい。 

女子は現巧の日本協会推せん制 
が無難だが、準決勝リ I グの会場 
は男子同よう二地区に分け、決勝 
y _—グ(日本リ^^ダ)を東京に固 
定したらどうか。(東京*絹飼誠} 

全日本総合二段階案 

全日本鶴合の試合方法に提案。 
まずを国を北部、東部、中部、西 
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部の 4 ゾーンにかけ、現巧の ブロ 
ックを配分し、それぞれで卜 I ナ 
メントを行う。これを全日本総を 
第1次大会と呼ぶ。 

つづいて各勝者にょりリーグを 
行う。これを決勝大会と呼ぶ。 

第1次大会は各ゾーンとも班チ 
I ムのト ー ナメントを原則と す 
る。 

したがって全参加数はフルエン 
トリーなら一二八チームとなる。 
決勝大会はその多数のなかからお 
選された4者というわけである0 
巧1次大会は8月にを地で一を 
に巧い、決勝大会は9月に東京、 
大阪、名古匡で各年持ち廻。ては 
いかが。 

女子は全日本女子澤手権と称し 
て現行方法(自由参化)を巧し、 
国体關催の前年にその化で8月に 
開く。 

ホをながら空白が予おされる U 
月に全日本を生、25月に全日本実 
業団を開いてはどうか(大阪 -K 
KK 生) 

げチームによる全日本を 

全日本摇をの拍チーム(男子〕 

はをすぎると思う。 W チームでよ 

、〇 

4V 

それを4チームづつ4組にかけ 
た予選リ I ダ、ベストフオアによ 
る決勝卜 I ナメ ントは、2試<ロシ 
ステムで巧ったらよい。 

予選リーダに3日、決勝トーナ 


メントに4日計1週間を必要とす 
るが、チャンピオンチームを選ぶ 
には このく らいのことが必要だ。 
会期は U 月又はに月。出場チ I ム 
は金国9ブロック巧表、学生推せ 
ん3、実業団推せん2、教員推せ 
ん1、前年度優勝チームの W とず 
る a 開催地は前号の6大都巿輪番 
説に賛成。 (描浜 • S • S 生) 

チヤン ピ オン シリ— ズを 

全日本總合も全日本遷抜も廃会 
してしまい、を日本学生、金日本 
学生、を日本実業団、全日本教員 
各大会の上位チームによる「チャ 
ンピオンシリーズ」の新設を望 
む。 

出場チームは男子は学生5、実 
業面2、教員1、.女子は実業団日 
学生2、高校1。 

8チ ー ムを4者づつ2組に分け 
準決勝リーグ、各組上位2者によ 
る決滕リーグを巧50 

これだと一般社会人チ ー ムのけ 
表がもれるが国体でがまんしても 
らぅことにずる。そのかわり、男 
女とも国体には実業団の単独出場 
を禁じるのだ。(東京 . S 木治郞) 

国体に 女子 実業団は遠慮を 

機関誌によ-りまずと、一般か子 
のクラブチームは年々減る一方と 
ありますが、これはむしろあたり 
まえのことでず。 

実業団の条件のよさに比べて、 


OG の クラブは 好きだから やって 
いるとい 5だけで、 あまりにも そ 
の差は大きく、試合で勝つ ことな 
どとうてい ムリです0 ' 

勝負は二の次と割り切るのは難 
しいことで、どうせ勝てないのな 
ら、消極的になり、やがては活動 
休止という コ^ — スをたどるので 
ず。 

日本協会が、これまでに OG ク 
ラブの活路に手をさしのべたとい 
うこと を聞きませんが、せめて国 
体だけでも単独実業面の出場をス 
トッブ させ、 OG クラブに 開故ず 
るよう研究をしてみて下さいませ 
んか日 

全日本の再検計というテ I マな 
かのこれは一つになると思うので 

ずが。' (愛知•匿名希望==女性〕 

忘れるな地方への普及 

オリンピック 出場と いう 大目標 
があるな上頂点の強化に球界が全 
力をあげるのは結構で、当然なこ 
とで も あるが、 やはり地方での普 
及という ことを 忘れてはならない 
全日本選手権を大都市で集中的 
に閱くという案も一理はあるが、 
地方の選手やフアンはいかにした 
らそれではよい試合を見れるのか 

といった点を充分留意して欲し， 

、〇 

IV 

いままでのような高額な負担金 
では弱小地方協会ではとうてい国 
際試合など主管はできない。 


今春、東京で日本協会 W 周年記 
念試合を開いたそうだが、東京で 
1回のみとい うこと ではなく、高 
レベルの試合を地方に持ち廻って 
くれてもよかったように思う。 

企画委員会も プランニングばか 
りではなく、どの位のスヶールの 
.大会(あるいは試合)なら開催を 
引きうけられるか全地方協会にァ 
ンヶ ー トずることも必要 だと 思 
う。 

地方で見聞ずる範囲では、全日 
本大会の再檢討よりもな前に考え 
て欲しい基本課題の方が多いよう 
な気がする。(長野 -loB) 

全日本選抜の解消を 

現行のを国大会のうち、いちば 
ん性格があいまいなのは。金日本 
選抜*である。. 

選考基準が不明確な ことボ それ 
に拍車をかけて いる わけだが、各 
大会を同等に扳ってその上位チー 
ムを ピックアッブずるという基本 
方針もおしも当を得たものでは お 
るまい〇 

その護抜方法がシ—ズン前(年 
度はじめ)に知らされているのな 
らともかく、そうした配慮もされ 
でいないのではないか。 

この大会を解消してを日本絡を 
を U 月に開くのが現状では最ちの 
日程だと思う(京都.武田泰男〕 
"教員"の重視は疑問 

日本のハンドボ I ル界のなかで 


教員チ I ムの占める割合が大きい 
ことはいちおう認められるものの 
学生、実業団と同じ酿いをしずぎ 
るような気がしてならない。 

特に年末の全日本選抜の選考に 
かなり教員界のゥェィトが大きい 
のはどんなものか。 

■たしかに秀れた選手はいるが、 
チームとしてはやはり総合力に欠 
ける。 

教員の使命は、自らがプレーし 
栄光を得るよりも、底巧の拡充、 
競技の健全な普及といった面が第 
一義なハズだ。 

去年の全日本選抜を見て、この 
大会があまり盛りあがらないの 
は、教員チ》ムのまた国体 ( 一般 
男子)の重視にあると感じた。 

男子の場合、学生巧4、実業団 
S 、 教員•クラブ 2の 計 8 チ I ム 
とずれば充実ずると思う。 

そうなれば全日本選抜無巧論は 
おきてくるまい。(東京•中村修) 

安藤純ホ巧が渡欧 

ま藤祂光营判部長(日本協会常 
務理き•学速理事長〕は、ョーロ 
ッパの体育研究のためこのほど波 
欧した。帰国は来年4月の予定。 

なお、ま藤氏が渡欧中の審判部 
は、山田計氏(日本協会常務理 
事)が部長け行、佐野和夫氏(都 
協会理事長〕が事務を祖当する。 
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荒川清美 東京都被谷区巧南町 2 5岸記を会体育会館巧 

岡田豊夫 Tib あ道幌別郡登别町宇来馬169登別高校巧 

田村侃互 お市合お巧2 — 9一巧青な商業高校内 

由矛り 化 • 湯沢巿新町湯ボ高校内 

枯藤 敷 . 盛岡市本町;度3 —16 — 1岩手医大を養部体育研究室内 
巧が 浩 • ま根巿大字東お T 17 7東根高校巧 
福島富造 • 仙を巿リ I 巧ま:化大教養部体育研究室巧 

熊田栄一，郡山巿方八町 2— 6 — 9熊田お一方 

巧田歲お • 富岡巿セ日市1500富岡高校巧 
渡辺 繁 • 巧利巧本城 1-1629 足利高校巧 

人江暢一 • 水戸巿波里町胃' まお大学体育研究室巧 
井田万 S 郎 . 浦和市元町1 一 28 — 17浦和市立高校内 
巧田 節 /佐原市佐原1861佐原か高内 
佐巧巧男 • 品川区五反田 2 —2 — 7 (巧）大崎電気工業巧 

若幅重富 • 横浜巿南区 S 春台4関を学院高等部巧 
清水 正 • 山梨県を八け那石和町山梨園芸高校巧 

波辺五郎兵衛 • 柏崎市東本の '2 下目旧を祿郎方 
油井孝一が ， ル諸市田町ル諸商業高校巧 
島田重春 • 富山市お摇曲輪2番3 2 号富山県経済農業速を会 
若山 博-金が市丸の巧3 — 3 石川県体育協会巧 

中村九邱ち衛巧.福井巿巧坦町29あ水高校内 


片瀬喜け治 
栗瞄 嵐 
高井勝勇 
中お武彥 

尾本み男 
み江平= 
山田 計' 
増岡な義 
岩西を陆 
森田正ち 


辻 


-義 


伊藤を男 
細信義 
高尾 巧 
局木敏打 

辻 要 
田晒 を 
踐智 武 
川崎巧巧 

中西敬一 
甲斐’を義 
巧村 守 
巧田 忠 
池之上明造 
お田八邱 
較島 昇 
平仲を栄 


• 清水巿青葉町1清水市立商業巧 
. ま巧県知多郡横須賀町高横須賀県立横須賀高枝巧 
-岐阜市化が H ま町2—19 (巧）常盤工業巧 
* 津市柳山興津実業高校巧 

♦ 彦根市を亀町度巧ま高校内 
• を都市左京区嗟峨広が巧巧町 19一 11 小西博喜方 
,大阪市住ま区帝塚山西4 一55市立住吉中学巧巧 ， 

神戸巿お磨ま田町 2 下目 1 滝川高校巧 
こ和歌山巿豊原和1一1桐蔭高校巧 
I を良市高極巧4の8を田正英方 

• 岡山県真庭那落合町垂水落合高校巧 
I 広烏巿若草の■が化口 （巧）いとう屋内 
• 山口巿ホホ山口高校巧 
. が江市巧木福富町島根農科大附高巧巧 
. 境巧巿上道町821境®高が巧 

• 高を市四番的 *8 高松工芸高校巧 _ , 

. 徳島巿田宮町西野 ぶ化化儿的化叫 —I <0> Z 4ぶ〇 
. お山巿石手越智武方 • g 

. 高巧市追手お7追手前高校巧 

• 福岡市香椎町を椎髙校巧 
. 佐賀巿化 )11 副扣木原传賀東高校巧 
• 長崎市义お HJ ち愤大学を育学部巧 
■ 大分県東国東郝国東町田巧国東髙校巧 
,都お巿妻ヶを巧27—15都お泉ヶ丘高校巧 
. 熊本巿黒髪町ザ并242済々愛高校内’ 
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関東学生/記念"を飾れず 

対実業団関ま学連如周年試合 


関東芋生連盟の創立抓周年記忿 
試合は、 9 月の日午を 2 時から東 
京.閱が屋内巧は場に二千巧い観 
衆を集めて開かれた。 

記念試合は記を式(西を長のお 
おなど〕に引きつづき男女の関東 
実業団運な一関東学生運なの2試 
合が巧われ、いずれも巧みな試合 
運びを見せた招待チームのま業団 
運なが一本調子の学生選抜を降し 
た。 
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nc?7 l も 3- こ を C 7^ 

畏身 TjtfS 貴 6 7 
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▼交代【実業団】 VFP 片山 
(大崎電気)、韻野(同)、近藤 (千 
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巧田巧刷機製造〕【学生】 VFP 
村上(芝浦工大)、喜田(中央〕 

〇 . 学生のスタートはよかっ 

た。主役は東(立教)。いきなり 
一人で4点を連巧し7分 410 と 
し-た。 

出ばなを W かれた実業面は激し 
いあたりを見せる学生のディフ卫 
ンスを巧り崩せず U 分お森(大崎 
電気)がやっと1点目。 S 2 か 2 — 
6とはなされてそのままのぺース 
で進むかにみえたのだが、そのあ 
とどうしたことか学生の突進がぱ 
たりと止まってしまった0 

〇 . こうなると実業団はべテ 

ラン揃いだ。乳、が分竹野(大幅 
電気)の連儘ゴ—ルを口火に次第 
に追いあげ扣分尾形(一二貴〕のゲ 
ットで 6—6 の同点。卽分加秒飯 
田(大崎電気)のミドル.シュート 
で逆転し完全に試合の主導権を握 
ってし まゥ た。相手の乱調に粟 じ 
で劣勢から一気に優位へと立ち場 
を変えてしまう実業団各選手の老 
巧さはみごとだが、この間の学生 
势の無策は情ない。 

〇……後半も実業団ががっちりぺ 
1スをずって先行、特に W 分とじ 
かの2回、相手の スキをつく シュ 
—卜を決めた左願•尾おの巧技は 


鮮やかで^分には^3—8とリ1ド 

した。 

学生は前半 W 分な後無得点がつ 
づき8 かようやく 東が ゴ^ — ル、そ 
の あと 反撃の気勢を示して再び試 
合を活気づかしたのだが、要所を 
GK 福本(大崎電気〕におさえら 
れ たり、ボンへ； ッドをおかして1 
点差で逃げ切られてしまった。 

〇……実業団は、国体を前にして 
主力選手が好調、一方の学生はリ 
I グ戰ーヶ月前。"条件の差"も 
あるにはあったが、それにしても 
学生勢の敗退はいただけない。 . 

実業団は混成とも思えねコンビ 
ネ I ション をみせたが、これはゴ 
—ル前の巧みな配球によるもの 
だ0 

学生のパスは、むやみに力が入 
りずぎていた。単ーチ—ムならそ 
れも通るだろうが、混成では、.よ 
ほど呼吸が合わね限りつながるわ 
けはない。特にリ I ドを許，したあ 
とは焦り も あって この 失敗がつづ 
いた。ハンドボ I ルセンスの差が 

勝負を色分けた といってよいだろ 
う 0. 

〇……わず.かに後半 U 分野田(立 
教)—藤中 (日 体大〕の連け いプ 
レーが年の伝統を誇る関東学 
生界』に ふさわしい もので、 あと 
は OB 連中の巧なばかりが目につ 
き、 男女とも苦々しい"御祝儀"， 
を プレゼントされるハメ になって 
しまつた0 
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▼交け【ま業面】鈴木 

(一二菱お筆〕得1お々木洋(同〕 

得1栗が(大崎電気〕【学生】 ▽ 

FP 中巧(日体大〕 

0……レベルアップしているとは 
いえ学生勢にとって、 モスクヮ 
(世を運手権〕巧きの決まってい 
た早川(大崎電気〕ら 4 人を主力 
とした実業団ボ巧手ではどぅにも 
ブがおい。 

しかし スタ ー ト.は 互角、 むしろ 
巧し気巧だったのだボ、巧、むのシ 
ュ—トボま定せず先巧できなかっ 
たのは惜しい。 

〇実業団は6せ鈴木(大师電 
気〕が独走して先取点、つづいて 


蓮見、早川、加藤と得点を重ねた 
が、学生は石井の7 M T にょる 
1ぶのみで；3せを提過、その後も 
シュート数では学生側は勝りなが 
ら、決定力がないままに、実業团 
の確実なシュートの前に点差を化 
げられた。学生降は W 分をすぎて 
からやっと、川口が2点をあげ、 
後半に巧巧をつないだ。 

〇…後半は給合力の差がはっき 
り出てしまい、時間の捏過ととも 
に点差も開いていった。 

を半になるとを生は前半にはホ 
をはしなかったが、とにかくうて 
たシュ ートボ がぜんへつてしま 
い、しかも 5 分からのかまでお得 
点という状態が続いた。これにた 
し、ま業面は後半 M 本の シュ —卜 
のうち 9 本をみめるという シュー 
卜の確まさ。 

やはり両者の決定的な差はスピ 
I ドである。ホずの展開の速度ボ 
まるで違うのだ。脚力、シュート 
力はもちろん、キャッチからパス 
への動かにまで差がある。 

例えば、せっかくボ I ルを得て逆 
襲に転じても、帰陣の早いま業団 
運手に迴りこまれてつぶされてし 
まう0 

こうしたことのどれかひとつ改 
められても、 スコアは かなり縮め 
ることができると思う。学生勤の 
いっそうの稍進を望みたい0 
(杉山〕 
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一で ▽今月号は国体を中'むに 
した編集にしました。表 

^後お写真には、兵庫の光島 
概雄巧ボ望遠レンズを駆巧した非 
常にシャープな写真をよせて下さ 
いました。大変感謝しておりま 

ス 

またお井が聞社にもお巧をお願 
いして、写真を出していただきま 
した。感謝いたします。 

どしどし、写真をお送り下さ 
い。紙面の許す限り掲載していき 
たいと思います。 

これボお手許に届くころには、 
メキシコの聖火も消えていること 
でしよぅ。 

、 f よいよミュンヘンでず〇この 
聖火の下、プレ I できるよぅに、 
全員で努力していきたいと思って 
いまず。 ( TF 〕 
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現像とカラープリントはわ近くのカメラ店で 
くフジ カラーサー ビス>とご指定ください 


フ芝カラーの純正現像_ 

フジカラ ー N 100 
フジカラー民100 
フジ々ラ—シネ8 mm •16 mm 
卜 ーキ —映画 （ 磁性体塗巧加工） 
フジマグネオストライプ 

小型映画フィルムの镇;製 _ 

フジシネコピー 


美しい カラー プリント _ 

フジネボカラープリント 
フジポジカラープリント 
フジダイカラープリント 
フジ G カラープリント 
フジネガカラ—スライド 
フジポジカラースライド 
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